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４. 研究計画･方法  
 
 本研究は，多くの専門分野の研究者による共同作業を必要とした。本プロジェクトに携わった共同研
究者・協力者の数は 61 名である。  
 




   平成 23 年度の主な作業は以下の通りである。 
 ネット上で時間と空間を超えて見出しの編集が可能な執筆用 editor の完成。 
 寺村誤用例集のデータベース化：誤用の種類，学習者の国籍，作文形式など複数の条件を組み合わせ
て検索できるデータベースの構築および 2011 年 12 月に一般公開。 
 コーパスを「読む」ツール NINJAL-LagoWordProfiler の機能追加を続行。最終的に日本語の研究に
資するツールに。  
 BCCWJ コーパス検索ツール（NINJAL-LagoWordProfiler for BCCWJ，略称 NLB）の機能追加。  
 日本語の見出し語のプロトタイプの作成：10 見出し語が完成。 
 二言語ハンドブックの実現に向けての国際ワークショップの開催：インド・プネー市で 2012 年 3 月
に実施。 
  
 平成 24 年度に実施した主な作業は以下の通りである。 
 BCCWJ コーパス検索ツール（NINJAL-LagoWordProfiler for BCCWJ，略称 NLB）の一般公開（2012
年 6 月）。 
 NINJAL-LagoWordProfiler for BCCWJ および「中納言」を利用した作例の作成：7 見出しの合計
語義数：91，例文数：522 文。 
 ハンドブックの最終成果をネットで発信するためのインターフェースを開発（2012 年 9 月末に完成）。 
 上記のインターフェース上で，日本語－マラーティー語，日本語－中国語，日本語－韓国語の対照版
を展開。 
 二言語ハンドブックの実現に向けての国際ワークショップの開催：中国・北京市で 2012 年 10 月 23
日に実施。 
 本プロジェクトの最終成果として，合計 10 見出しの日本語－マラーティー語を完成。日本語－中国
























 ５. 共同研究者・研究協力者 






























































 55.Abhijit Deshpande 
 56.Hari Damle(フリーランス日本語教師) 
 57.Meena Ashizawa(フリーランス日本語教師) 
 58.Michihiro Ogawa(プネー大学・院生) 
 59.Nissim Bedekar(EFLU 大学) 
 60.Salil Vaidya(フリーランス日本語教師) 


























 ６. 日本語学習者用基本動詞「見出し」 
 














































   爽（さっそう）と（選手が颯爽とリングにあがった） 
 









江一也著 『プラハの春』, 1997, 9 文学) 
2. ある嵐の日のこと、パパは屋根に上がって修理をしようとした。(アニータ・アルバラード
著;轟志津香訳 『わたしはアニータ』, 2002, 2 歴史) 
3. オヒシールは甲板に上ると亦介の正面で帽子を取り、異国の言葉で話しかけてくる。(秋山
香乃著 『五稜郭を落した男』, 2004, 9 文学) 
4. ぼくの三人の息子たちも、この台に上がるのは大好きです。(ヒサクニヒコ著 『ぼくって
































で歩く路面電車の街』, 1998, 6 産業) 
2. この斜面を上がっていくと「ネプチューンの噴水」のある池に出る。(秋山満著 『イタリ
ア鉄道の旅』, 1997, 2 歴史) 
3. 思わず梯子段を上がろうと足を掛けると、上から声が落ちてきた。(牧宏著 『笛吹川ほと

































中の大河』, 2003, 9 文学) 
2. 三人はそれから、湯から上がって宴会場に行った。(莉啓著 『水辺の神々・断片』, 2002, 9 
文学) 
3. 陸に上がった母ガメは、せっせ、せっせと砂に穴を掘って、これから始まる産卵に備えま





































た。(永倉万治著 『食後は眠い』, 1996, 9 文学) 
2. 私はイヴォンヌに礼を言って部屋に上がった。(帚木蓬生著 『薔薇窓』, 2001, 9 文学) 
3. 信子が靴を脱いで廊下に上がり、妙子のあとについて行こうとした時、すぐ左手の襖が開
いて、蹴とばしそうな位置に突然、奇妙なものがヌッと出てきた。(干刈あがた著 『ウォ







































































国｢反日｣の虚妄』, 2005, 3 社会科学) 
・私たちが席に着くとすぐ明かりが消え、幕が上がった。(マーガレット・P.ブリッジズ著;春
野丈伸訳 『わが愛しのワトスン』, 1992, 9 文学) 

































すけ著 『行かずに死ねるか！』, 2003, 2 歴史) 
2. 突然、おなかに響く賑やかな音がして、空に花火が上がった。(恩田陸著 『ライオンハー
ト』, 2004, 9 文学) 
3. それに対し欧州型では，ボールが高く上がるので，相手にカットされる危険性も少なく，
押されているときに「陣地挽回」の意味を含めたキックをするときに有効だ。[サッカー] (日






























１０分間で１３４センチと一気に水位が上がっている。(Yahoo!ブログ, 2008, 生活と文化) 
2. 水が腰のあたりまで上がってきても、二人は水面下で手をつないだままだった。(マイケ
ル・マーシャル著;嶋田洋一訳 『死影』, 2005, 9 文学) 
3. 市長の顔はすこしあおざめた。潮が上がってきたことに気がついたからだった。(キングズ






































1. 地震の後、東京の市街のあちらこちらで火の手が上がった。(岡本哲志著 『銀座』, 2003, 5 
技術・工学) 
2. ライターの火が灯油に引火し、炎が上がったのだ。(小杉健治著 『父からの手紙』, 2003, 9 
文学) 
3. やがて、山林も消え、土煙が上がる未舗装の道となって六合目に着く。(川村匡由，秋本敬










































た。(佐佐木吉之助著 『蒲田戦記』, 2003, 6 産業) 
2. 悲鳴がそこかしこで上がる。(柘植久慶著 『サヴァイヴァル・ツアー』, 2003, 9 文学 
3. 外で叫び声が上がり、勢いよくドアが開いて、あわただしい足音が店内に入ってきた。(デ
ィーン・R.クーンツ著;宮脇孝雄訳 『ストレンジャーズ』, 1991, 9 文学) 
4. すでに充分に暖まっている客席からは、周囲への気兼ねの抜けた笑い声が上がっていた。


































1. 全国から、近辻さんをやめさせろという声が上がった。(NHK｢プロジェクト X｣制作班編 
『厳しい自然との壮絶なたたかいに挑む！』, 2004, 2 歴史) 
2. また、税源移譲が仮に実現しても、今度は自治体間格差がいま以上に拡大する可能性があ
る。格差是正措置を求める声がすぐに上がるだろう。(松原聡著 『官公庁のしくみと公務
員の仕事がわかる事典』, 2001, 3 社会科学) 
3. 財界の抵抗、女性労働者に対する保護規定の緩和についての労組側の反対、均等法ができ
るまでに厳しい対立があった。そして、内容には女性団体からは批判と失望の声が上がっ














































1. 一時期、東京の土地の値段がものすごく上がった。(久野万太郎著 『リニア新幹線物語』, 
1992, 6 産業) 
2. 理由もなく株が上がるのではなく、いまは業績の回復という理由があるからこそ上がって
いるのです。 (北浜流一郎著 『得意株つくって楽に儲けよう』, 2004, 3 社会科学) 
3. 末子年齢が上がるにつれて、女性の就業率は上昇する。(伊藤美登里著 『共同の時間と自
分の時間』, 2003, 3 社会科学) 












































(レジナルド・ヒル著;秋津知子訳 『死者との対話』, 2003, 9 文学) 
2. 成績が上がって、みんなの見る目がちがってきたでしょ？(芝田勝茂作;小松良佳画 『マジ
20
 カル・ミステリー・シャドー』, 2003, 9 文学) 
3. 七草過ぎたら西方位の公園近くや並木道にある店でピザとパスタやご飯物を食べましょう。



































 どもと若者の居場所』, 2000, 3 社会科学) 
2. ただ行政をいじったのみで果たして実効が上がるものかどうか、大変疑わしい面があるの
であります。 (国会会議録, 1978, 参議院) 
3. ある時期になれば利益が出ることを期待して資金を注ぎ込んだ。ところが、思ったほど収







































じめてのジェンダー・スタディーズ』, 2003, 3 社会科学) 
2. その子が中学に上がるまでには、引き取って一緒に暮らせるようにしたいから―それまで
は、心細いんでしょう。(乃南アサ著 『パラダイス・サーティー』, 2003, 9 文学) 






















































































ブログ, 2008, 趣味とスポーツ) 
2. 現在でもＧＥで仕事をしているのは最初のリストに上がった二三人のうちわずか九人にす
ぎない。(ジャック・ウェルチ，ジョン・A.バーン著;宮本喜一訳 『ジャック・ウェルチわ























































ってしまったというのか。(横山秀夫著 『動機』, 2002, 9 文学) 
2. 従業員の忘年会は二日前にすんでいるし、仕事が上がった者から帰宅することになる。(笹
沢左保著 『紫陽花いろの朝に死す』, 2001, 9 文学) 
 





















1. オーラスでアガればトップという時などがそうだ。(飯田正人著 『麻雀・必勝の戦術』, 2000, 
7 芸術・美術) 
 



























ューヨークの半熟卵』, 2003, 2 歴史) 

























りしていた。(海老沢泰久著 『男ともだち』, 1998, 9 文学) 
2. そこで、梅雨が上がった後、秋口までは戸外に出し、五〇％遮光をして育てるのがよい。(江




























物語』, 1994, 6 産業) 
 























しの研究会編 『料理のメニューがどんどんふえる知恵本』, 2005, 5 技術・工学) 
2. おいしいトンカツが、もうすぐ揚がりそうよ（★コーパスに句点なし）(末廣圭著 『妖花』, 
2003, 9 文学) 
 
 個別の解説：「個別の解説：19 全体」を参照。 
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 5. 学生が先生のところに相談にあがっている。 
 10. スタンドから歓声があがっている。 
 15. 末っ子が小学校にあがっている。 
 19B.（双六で）花子が一番にあがっている。 
 19C. 今回の旅行は 3 万円であがっている。 
 
２）「～ている」で継続を表す 
 2. 大勢の人が参道の石段をあがっている。 
 8. 水位がどんどんあがっている。 
 12. ガソリンの価格が日に日にあがっている。 
 13. Ａ選手は夏場に入って、どんどん調子があがっている。 
 
３）「～ている」で結果表す 
 1. 両選手がリングにあがっている。 
 3. 子供たちはプールからあがっている。 
31
  4. 客はすでに座敷にあがっている。 
 6. 数人の手があがっている。 
 7. 上空にアドバルーンがあがっている。 
 8. 1 時間ほどで水位が 50 センチもあがっている。 
 9. 川向こうで火の手があがっている。 
 11. 多くの国民から雇用拡大を求める声があがっている。 
 14. やり方を変えてから、目覚しい成果があがっている。 
 16. 多くの人を前にして、花子はすっかりあがっているようだ。 
 17. 例の三人が首相候補にあがっている。 
 18. すでに証拠があがっている。 
 19A. すでに原稿があがっている。 
 19D. 雨があがっている。 
 19Ｅ. バッテリーがあがっている（のに気づいた）。 




 1. 子どもが二階にあがってきた。 
 2. 大勢の人が参道の石段をあがっていく／くる。 
 3. 子どもたちがプールからあがってきた。 
 7. 上空にアドバルーンがあがっていった。 
 8. 水位が急にあがってきた。 
 12. ガソリンの価格が日に日にあがってきた。 
 13. Ａ選手は夏場に入って、どんどん調子があがってきた。 


















  意味：出世したり、良い境遇になることができない。 














 一生頭が上がらない所以である。(森博嗣著 『森博嗣のミステリィ工作室』, 2001, 9 文
 学) 
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 22A 仕事の完了 
 22B 費用をある範囲ですませる 
 22C 揚げ物の完成 



































   
 例文（作例） 
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  例文（コーパス） 
1. ミッションオイル注入口よりも上面へ油面をあげたら潤滑性など何かメリットは出
るのでしょうか？ 
  （Yahoo!知恵袋, 2005, スポーツ、アウトドア、車） 
2. 自転車を起こして歩道へ上げ、ガードレールに立て掛けた。 
  （風間一輝著 『男たちは北へ』, 1989, 9 文学） 
3. この絵を、夜の九時頃のアルルの上空の星座を天文台が再現したものと比べてみれば、
ゴッホは少し星座を画面の上方に上げたことがわかる。 
  （佃堅輔著 『スーチンの雉』, 2005, 7 芸術・美術） 
4. 権六は、吉三郎を裏梯子から二階へあげた。 
  （加堂秀三著 『平打の簪』, 2001, 9 文学） 


























  ＜副詞的要素＞ 
















 （R.A.サルバトーレ著;風見潤訳 『アイスウィンド・サーガ』, 2004, 9 文学） 

































   
 例文（作例） 
1. 彼は右手を挙げて合図した。 





   
 例文（コーパス） 
1. ぼくははっとして顔を上げた。 
 （原田宗典著 『どこにもない短編集』, 1993, 9 文学） 
2. 明るいうちに仕事が片づくと腰を上げて湯河原の温泉場に出かける。 
 （種村季弘著 『晴浴雨浴日記』, 1989, 9 文学） 





























  一部：顔、足、スクリュー  
 ＜起点＞ 















 3. 太郎が麺をざるにあげようとしたが、お湯がはねて火傷した。 
4. 沈没した船を陸にあげた。 
5. ゆでた青菜をザルに上げて、水を切る。 




  （Yahoo!ブログ, 2008, 生活と文化） 
2. 米は洗ってざるに上げておく。  
  （『メチャメチャ明るい節約おかず 200』, 2005, 5 技術・工学） 












































   
 例文（コーパス） 
1. 正憲は嘉門をダンボールの積み上げられた六畳の部屋に上げた。  
 （能島龍三著 『風の地平』, 2003, 9 文学） 







































   
 例文（コーパス） 
1. 「あなたに座蒲団をあげろと言ってるんですよ」 
  （中村秀十郎述;千谷道雄著 『秀十郎夜話』, 1994, 7 芸術、美術） 
2. ふとんを押し入れに上げ、窓を開け、部屋のなかを整理した。 
  （富島健夫著 『はだかの少女』, 2003, 9 文学） 
3. 布団を上げて、水漏れを修理したばかりの洗面所で顔を洗うと、ゆっくりと庭へ降り
ました。 
  （村上政彦著 『ニュースキャスターはこのように語った』, 1997, 9 文学） 












































































6. SL がもくもくと煙をあげながら走っている。 
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  例文（コーパス） 
1. 木馬は土煙を上げて加速し、下へ下へと突進していく。 
  （沢田黒蔵著 『真田の狼忍』, 2005, 9 文学） 
2. あの何本かの木は煙をあげて、まるで燃えちまったようだ…みんなが市からだれかが
来たといってるけど、なにしに来たんだろう？ 
  （残雪著;近藤直子訳 『黄泥街』, 1992, 9 文学） 
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  例文（コーパス） 
1. やはり、潮が上げきればバックウォッシュがきつい第２。そこをなんとかクリアして
のライディング。（Yahoo!ブログ, 2008）『少納言』より） 



















































   
 例文（コーパス） 
1. 時給を上げることにより、社保、年金、雇用保険の負担も増えます。 
  （Yahoo!知恵袋, 2005, 職業とキャリア） 















































   
 例文（コーパス） 
1. 学校の順位を上げるためには、あなたの学校全体の平均点を上げるしかありません。 
  （Yahoo!知恵袋, 2005, 子育てと学校（『少納言』より）） 
2. 新バージョンには効率を上げる機能が追加され、より快適に作業が行えます。 
50
   （朝日ビジネスＰＡＳＯ編集部/ 堀 憲二, 『エクセル仕事金のお手本』 2004（『少納
   言』より）） 
3. すべての褒美をもらうには最低いくつまでレベルを上げた方が良いですか？ 
(Yahoo!知恵袋, 2008,趣味とスポーツ)『少納言』より 
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  （毛毛著、鐙屋一/ 藤野彰訳『わが父・鄧小平』2002（『少納言』より）） 

























  ＜人＞ 



















  （鶴見俊輔編 『源流から未来へ』, 2005, 0 総記） 
2. …この本質を、単に課長から部長に上げたということで本当に足りているのかという
と私は疑問ですが、… 
  （国会会議録／衆議院／常任委員会, 1998(『少納言』より)） 






































   
 例文（コーパス） 
1. 幸太郎は悲鳴にも似た声を上げた。 
  （遊直著 『オルガナー』, 2005, 9 文学） 
2. 「もういい！」ワーナーが大声をあげた。 
  （ロバート・Ｒ・マキャモン『スワン・ソング』1994(『少納言』より)） 
3. 将兵たちが絶叫をあげて転倒する。 
  （谷恒生『革命児・信長』, 1998(『少納言』より)） 
4. みなが押し黙り、名乗りをあげる者はいなかった。 
  （西村賀子著 『ギリシア神話』, 2005, 1 哲学） 
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  例文（コーパス） 
1. 女たちが驚きの声をあげた。 
  （伴野朗『始皇帝』1997(『少納言』より)） 
2. 人々は、展示品に視線を据え、説明に耳をかたむけ感嘆の声をあげる。 
  （吉村昭『大黒屋光太夫』2005(『少納言』より)） 
































  （誤）結果 








   
 例文（コーパス） 
1. 治癒率は高くないが，ある程度の効果を上げることができる。 
  （古瀬信ほか著 『臨床放射線医学』, 2002, 4 自然科学） 
2. 蓮岡の努力は確実な成果を上げ、「どこを掘っても出せる」という確信があった。 
  （中村哲著 『医者井戸を掘る』, 2001, 5 技術・工学） 
3. 通算勝利数四八勝という六大学記録をつくった男だが、これだけの勝ち星をあげるに
は、大学一年からマウンドに立たなければならない。 
  （江本孟紀『「プロ野球」仁義なき大戦争』, 1983(『少納言』より)） 





























  話題、議題、課題、俎上、容疑者 
 ②証拠、根拠、例、噂 
 ＜対象＞ 




















  （平野啓一郎著 『葬送』, 2002, 9 文学） 
2. バリ島にまつわるミステリアスな噂をあげると枚挙にいとまがない。 
  （旗家風生著 『バリ』, 1996, 3 社会科学） 
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 例文（コーパス） 
1. このファックスは、犯人をあげられるならあげてみろという挑戦状だ 
  （宗田理著 『ぼくらの｢第九｣殺人事件』, 1993, 9 文学） 




  個別の解説 
1 
「証拠をあげる」は、17 と 18 の２つの意味に解釈できる。「主張の妥当性を示す証拠をあげ
る」という場合は、「提示する」という意味であるのに対して、「（大捜査の結果）ようやく証
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  例文（コーパス） 
1. 神主さんは神様に祝詞を奉上するときに、「畏み、畏み申す」というし、その時は神
様の前だから、カシコマッて祝詞を上げる。 
  （高田哲郎著 『あちゃ・むし・だんべぇ物語』, 2004, 8 言語） 




























   
 例文（コーパス） 
1. この結婚式を挙げて来年がちょうど五十年に相当致します。 




  （竹村卓二『異文化での人間体験』, 1990（『少納言』より）） 
3. ペットが死ぬとお葬式をあげる人も増えており、火葬し、墓を立て、供養してくれる
「ペット霊園」が人気を集めている。 
  （渥美裕子／早坂暁『クローズアップ現代』, 2001（『少納言』より）） 





















   
 例文（作例） 
1. 職員は全力をあげて問題の解決にあたった。 
2. 「みんな、絶好のチャンスだ。試合時間残り 3 分、全力をあげてぶつかれ！」 
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  例文（コーパス） 
1. 従来の住吉祭り、川開き、開港記念祭と商工祭を一つにまとめたビッグイベントで、
全市をあげて行う盛大な夏祭りである。 
  （高橋秀雄，近藤忠造編 『祭礼行事』, 1993, 3 社会科学） 
2. 技術陣は現在、総力を上げて本格的な乗用車の開発に取り組む意欲に燃えています。 
  （佐藤正明著 『ザ・ハウス・オブ・トヨタ』, 2005, 5 技術・工学） 




































































 5. 交渉したら、費用を格安であげることができた。 
6. 「交通費を安くあげるなら、夜行バスがお勧めだよ！」「そうなんだ。じゃあそうし
ようかな。」 




  （風見潤『黒幕をやっつけろ』2001（『少納言』より）） 





























 5. 「エビは高温ですばやく揚げるとおいしいよ。」 
6. 高温で揚げるときは、火傷をしないように気を付けないといけない。 
   
 例文（コーパス） 
1. ナスを四つ割りにし、サラダ油で揚げ、ショウユ洗いをしておく。 
  （遠藤十士夫著 『先附』, 1994, 5 技術・工学） 







 （誤）車、（誤）電池  





4. バッテリーをあげてしまったので、JAF をよんだ。 




  （Yahoo!知恵袋／スポーツ、アウトドア、車, 2005（『少納言』より）） 




















































る}だろう。 (アン・スチュアート著;村井愛訳 『水辺の幻惑』, 2004, 9 文学)  
１１：手をあげる 
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を上げ}、教養を高め、ファッションセンスを磨く。 (長坂道子著 『世界一ぜいたくな子育て』, 






楽しく生きる法』, 2000, 3 社会科学)  
例・コーパス： 細野が生まれた５９年は「週刊少年サンデー」、「週刊少年マガジン」（講談
社）が創刊され、９歳の時に「週刊少年ジャンプ」（集英社）が{産声を上げ}た。 (桐山秀樹著 















































































































































れています。(古閑雅之著『明日を探して』, 2004, 2 歴史) 
2. わざわざ壁際まで下がってから勢いをつけて、がんっ、といきなり扉を蹴りつけた。(真堂
樹著『サディスティックアクア』, 1998, 9 文学) 


















































  (森村誠一著『悪夢の使者』, 2001, 9 文学) 
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 2. 看護婦のアイさんが珈琲を二つ運んできたのを機に、若い医師や看護婦たちは一礼して病




































































1. 中に入ると高い天井からライトが下がり、農村の風景と農家の建物。  (清水茂夫著『遥かなる











































































1. このところ商品価格が下がっています。(Yahoo!ブログ, 2008, ビジネスと経済) 
2. ブドウ糖がグリコーゲンになってブドウ糖じゃなくなるから血糖値が下がるんでしょ。
78























































































































































1 × × × 
○（さげる） 
× ○ ○ 
2 △ × ○ ○ ○ ○ 
3 × ○ ○ ○ △ ○ 
4 × ○ ○ ○ △ △ 
5 × × × × ○ ○ 
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 ○（さげる） 
6 × × × 
○（さげる） 
× ○ ○ 
7 × × × 
○（さげる） 
× ○ ○ 
8 × × ○ × ○ × 













   ：目尻が下がる（満足して自然と表情がゆるむ） 
   ：溜飲が下がる（不平・不満・恨みなど、胸のつかえがなくなり、気が晴れる） 
   ：腕が下がる（技術がおちる） 
 
Ⅷ．多義ネットワーク 
                   8 
                   ↑ 
            9   10   7 
            ↑   ↑   ↑  
        4  ← 3 ← 2 ← 1 →  5 → 6 





































































































4. ありがとうございました、と頭を下げた。（大沢在昌著 『氷舞』,1997,文学） 


























































































 4. 携帯電話を首に下げたプジャ夫人は日に日に美しくなって愛嬌を振りまく。（林穣二著 
『北欧に魅せられて』,2003,文学） 
5. 提灯を下げている（連城三紀彦 『牡牛の柔らかな肉』,1996,文学） 
6. 提灯を下げて馬丁がなかから出てき、うしろ手にくぐり戸を閉めた。（駒田信二著 『水滸

























  ＜物＞：机、イス、ベッド、（自動車の）座席 
  ＜あるところ＞：前、前方 
  ＜別のところ＞：後ろ、後方 




















































  ＜物・人間＞：（空いた）食器、皿、茶碗、選手、主力、主力選手 
































  ＜人間＞：「人間」であれば特に制約はなし 
  ＜数量＞： 
  価格：価格、値段、運賃、家賃、コスト 
  賃金：賃金、給料 
  音量：音量、ボリューム 
  その他：温度、室温、血圧、コレステロール、中性脂肪 
  ＜副詞的要素＞ぐんと（ぐんと温度を下げる）、しっかり（と）（しっかり血圧を下げる） 
 
 非共起例： 







































  ＜人間＞：「人間」であれば特に制約はなし 
  ＜レベル・価値＞： 
  レベル：（問題の）レベル、水準、理想 
  位：位、地位、役職、階級、打順 
  その他：人、話 
  ＜副詞的要素＞ぐっと（ぐっとレベルを下げる） 
 
 非共起例： 





























































































































1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
2 ○ ○ ○ ○ × ○ 
3 ○ ○ ○ ○ △ ○ 
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
7 ○ ○   ○ ○ ○ ○ 
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 8 × ○ × × ○ △ 
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                   ↑ 
                   4     9 
                      ↑     ↑ 













































































  ＜売り手＞ 
 比喩的拡張（人＞場所のメトニミー）によって、＜場所＞が＜売り手＞と融合する事があ








 1. 兄が車を買った。 
 2. 政府は空港用地を地主から時価で買う予定だ。 
 3. これから夕飯のおかずを買いに行こう。 
 4. 親戚に挨拶に行くなら、お土産はちょっと多めに買うのがいい。 
 5. この値段では買う人はあまりいないと思います。 
 6. ドリンク買いに行くけど、何かいっしょに買うものある？ 
 
 例文（コーパス）  
 1. 美千絵は料理の本を買った。(立松和平著 『アジア偏愛日記』, 1998, 9 文学) 
 2. この銘柄は、何かのハプニングや全体相場に引きづられて下げたときは株を買う好機に




 しても、どこで売っているかわからず、ホテルのマネジャーに聞いても知らない。  











































  例文（作例） 
 1. 監督は君を買っている。 
 2. 監督は君の演技力をとても買っている。 
 3. 彼は海外経験を買われて、採用された。 
 4. 君はこんなに買われているんだから、ベストを尽くさないといけない。 
 5. 信長が一番買っていた家臣は、実は秀吉ではなく光秀だったかもしれない。 
 6. 佐藤投手について、コーチが特に買っているのは彼の精神的な強さだ。 
 
 例文（コーパス） 
 1. おれはお前を買っている。(千野隆司著 『追跡』, 2005, 9 文学) 
 2. 彼女の父親はガブを尊敬し、その業績を高く買っていた。 (スーザン・フォックス作;
 飯田冊子訳 『結婚と償いと』, 2004, 9 文学) 
 3. 応募する者は、経験と実績を買われて採用される。 (富士社会教育センター政治専科編 











































 1. （肯定的・好感情）若手社員がゴルフの話題で上司の歓心を買おうとした。 
 2. （否定的・悪感情）ダメ社員が有給を突然とって一同から反感を買った。 
 3. （肯定的・好感情）無理して他人の関心を買おうとするのはみっともない。 
 4. （肯定的・好感情）その会社は若い子の歓心を買いそうな広告をいつも打っている。 




  7. （否定的・悪感情）他人の妬みをかうような言動は慎んだほうがよい。 
 8. （否定的・悪感情）これ以上隣の国の恨みを買うことは御免蒙りたい。 
 
 例文（コーパス） 
 1. （肯定的・好感情）相手の歓心を買おうとか、計画的に口にしたものでもない。 




 (関口由紀夫著 『奇跡のデザイン』, 2002, 7 芸術・美術) 
 3. （否定的・悪感情）これは周囲のヒンシュクを買いまくった。 
 (鷺沢萠著 『少年たちの終わらない夜』, 1993, 9 文学) 
 4. （否定的・悪感情）どんなに名言やうまいジョークを挟んで喋っても、タイミングが悪
 くては失笑を買うのがオチだからだ。 
 (福田健著 『なぜ人は話をちゃんと聞かないのか』, 2005, 8 言語) 
 5. （否定的・悪感情）ストレートに人種差別を批判する映画では、白人観客の反感を買っ
 たり、配給上の困難にぶつかったりして、商業映画として失敗するかもしれない。 




























 1. 新人社員がプラン作りを買って出た。 
 2. 課長が意外にもお茶くみを買って出た。 
 3. 李さんが通訳を買って出てくれました 
 4. 難しい仕事ほど自分で買って出るのがエリートというものだ。 
 5. こんな役目を買って出る人間がいるとはとうてい思えない。 
 6. 君がそれを買って出たところで、誰も居力してくれずに暗礁に乗り上げるに決まってい
   る。 
 
 例文（コーパス） 
 1. 小山は大審院裁判では自ら立会検事の役を買って出たくらいだ。 
 (松本清張著 『昭和史発掘』, 2005, 9 文学) 
 2. ジェンダーに関係なく、デキる女性を支える“女房役”を買って出る新しい男たちは、
 狭量な古い男と違って頼もしい。 


































 1. 可愛いキャラクターが地域の活性化に一役買っている。 
 2. 今年は冷夏が節電に一役買った。 
 3. 先生も学園祭の盛り上げに一役買おうとした。 
 4. 震災による観光客の減少対策に一役買おうと、台湾からたくさんの団体客が来日しまし
 た。 
 5. 欧州市場の動向も、今回の円高に一役買う形となった。 
 6. かれらの国際的な活躍は、日本のイメージアップに一役買うことになった。 
 
 例文（コーパス） 
 1. 私の若気の至りは、ほとんどあいつが一役買っているようなものだ。(辻桐葉著 『英国
 紳士の野蛮なくちづけ』, 2005, 9 文学) 
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  2. もっといえば，そのような社会を支える構造に女性自身が一役買っていることにすらな


















































































































































































 1. a. 着なくなった衣類をリサイクルショップに売った。 
 2. a.中古のアナログオーディオは今は売り手市場だ。 
 3. a.今ユーロを売るのは損ですよ。 
 4. a.一戸建ての家を売ってマンションを買った。 
 5. a.車を売ったので電車通勤を始めた。 
 6. a.あの老人が持ち株を売った相手を知っていますか？ 
 7. b. この本は生協で売っています。 
 8. b.新譜の CDでも 10%オフで売りに出ている。 
 9. b.アラビア語配列の外付けキーボードは日本で売っていますか？ 
 10. b.この本を売っているお店を知っていますか？ 
 11. b.まさかそんな物を日本で売っているとは思わなかった。 
 12. b.彼女は描けたイラストを雑誌に売ったりしながら、漫画家の修行を続けていた。 
 
 例文（コーパス ） 
 1. a. 管理人に尋ねると、オーナーが部屋を売ろうとしているという。 
   (芦崎治著 『逃げない人を、人は助ける』, 2004, 6 産業) 
 2. a. 目的は、結局、都市ディベロッパーが、商品を売るための戦略にすぎないわけです
  よ。 
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    (荒巻義雄著 『樹々より木漏陽の国』, 1991, 9 文学) 
 3. a. 珍しい熱帯魚を育てることひとつとっても、育てる楽しみと同時に、それを売って
 利益が出るかもしれない、などという目的がないと気がすまないのです。 
   (福原義春著 『生きることは学ぶこと』, 2005, 1 哲学) 
 4. b. 大型量販店で１０５０円程度で売っています。 
   (Yahoo!知恵袋, 2005, インターネット、PCと家電) 
 5. b. 丸のまま一尾がお手頃な値段で売られていたら、ぜひ食卓に。 
   (NHK科学番組部編;並木和子監修 『NHKためしてガッテン血液サラサラ健康レシピ』, 2001, 
 4 自然科学) 
 6. b. エルグランドＶＩＰ仕様の中古車を売っているところを知りませんか？ 























構文フレーム：＜品物＞が｛＜金銭＞で｝｛付随的要素｝売っている ｜ 例文（コーパス ） 
｜ 専用のケーブルが売っています。 ｜ (Yahoo!知恵袋, 2005, インターネット、PC と家
電) ｜ どの商品がどの時点で売り終わったかまでしっかり見て、仮説が正しかったかどう
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 1. ユダは主を銀貨 30枚で売った。 
 2. 一部の人間がわが国の情報を敵国に売った。 
 3. 少年はマフィアに心を売ってしまった。 
 4. 彼は、仲間を売って自分だけ助かろうというような奴ではない。 
 5. 祖国を売ろうとする者たちは団子排除すべきだ。 
 6. 彼女は悪魔に心を売ったというより、自分が悪魔と化してしまったようだ。 
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  例文（コーパス） 
 1. 陸軍の機密をドイツへ売ったスパイがいるのだ。(福島行一著 『大仏次郎』, 1995, 9 文
 学) 
 2. 国民に独立の気力いよいよ少なければ、国を売るの禍もまたしたがってますます大なる
 べし。(福沢諭吉著 『学問のすすめ』, 2002, 3 社会科学) 



























 構文フレーム ： 























  ( 『正宗白鳥全集』, 1986, 9 文学) 
2. 以来、かつて２年間で７２０本もの映画を観たのと同じ情熱で、ブルーノートをいかに売
りだすか、日夜、研究に没頭する。 
  (中山康樹著 『スイングジャーナル青春録』, 1999, 7 芸術・美術) 
3. むしろ、自分を売ってもらっては困るのです。 































 1. 課長が食事代を払って部下に恩を売った。 
 2. ダメ社員がお世辞を言って上司に媚を売った。 
 3. 将来のために情けを売っておく。 
 4. 日頃から部下に恩を売っておいて、いつか困った時に助けてもらおう。 
 5. アメリカに媚を売るようなやり方は嫌いだ。 
 6. いくら媚を売っても、あの人は実力主義だから無駄です。 
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  例文（コーパス ） 
 1. ここでフジに恩を売っておけばという思惑もある。 
   (Yahoo!知恵袋, 2005, ビジネス、経済とお金) 
 2. となれば、今の内に離党して自民党に恩を売り、時期を見て自民党に入党しようという
 のが彼らの狙いではないでしょうか。 
   (Yahoo!ブログ, 2008, 政治) 
 3. このほうが、妙に客に媚を売るバーテンダーよりは、よほど疲れなくていい。 
   (藤田宜永著 『モダン東京物語』, 1988, 9 文学) 
 4. 不思議とジョンには、自分が進んで媚を売らなくとも、周囲の方から、彼を愛される人
 物にすべく動く人間が登場する。 




















1a ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
1b ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
2 ○ ○ ○ ○ × ○ 
3 × △ ○ ○ ○ ○ 




























































































































































 1. 兄が弟にネクタイを貸した。 
 2. ちょっとだけ消しゴムを貸してくれる？ 
 3. ここの地主は休耕地を坪単位で貸している。 
 4. 貴重な蔵書をお貸しくださり、有り難うございました。 
 5. 試験が近いので、ノートを貸してくれる人を見つけないと。 
 6. このまえ貸してあげたの、面白かった？ 
 
 例文（コーパス）  
 1. 妻子に見切られ、食うにも困るような生活を続ける笹倉に、原田は時折、金を貸してや
   った。 (唯川恵著 『ため息の時間』, 2001, 9 文学) 
 2. 「安楽君も死んでしまったし、保険会社が手形で金を貸しておくのは、原則としてみと
   められない。このままだと、やっかいなことになる。」（星新一著『人民は弱し官吏は
   強し』） 
 3. 二人はプールの端についている水道の栓で足を洗い、それから濡れたまま家のところま
 で来て、そこで女中さんから、雑巾とスリッパを貸してもらった。（曽野綾子著『太郎物語』） 
 4. 民間銀行で金を貸すことは、いくらでもできる。 (大下英治著 『小泉純一郎 vs.抵抗
  勢力』, 2002, 9 文学) 
 5. 「開拓使で貨してくれる道具や食糧だけでは足りないのです。資力さえあれば早く拓け、









































































 1. ちょっと手をかしてください。 
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  2. メディアが政権の延命に力をかしてきた。 
 3. 若者がお婆さんが横断歩道を渡るのに手をかした。 
 4. 知らないうちに、不正な経理に手をかしてしまった。 
 5. 困ったときに力をかしてくれた人のことは決して忘れない。 
 6. あなたがあの団体に知恵をかしたという事実は重要だ。 
 
 例文（コーパス） 
 1. 鶴見雅彦は桜田興業の資金調達に手を貸していました。  
  (高野裕美子著 『サイレント・ナイト』, 2002, 9 文学) 
 2. そして、必要とあらば、兄が苦境を脱するのに手を貸す。  
  (メグ・レイシー作;片山真紀訳 『プリンセスに夢中』, 2003, 9 文学) 
 3. 同時にリチャードは、はじめての選挙に出馬するにあたって力を貸してくれる相談役を
  探していた。  
  (シェリル・ウッズ作;田中淳子訳 『大富豪の孤独』, 2005, 9 文学) 
 4. 「――どうだろう、役所の岡安さんなら、いい知恵をかしてくれるんじゃないかと思う
  が」 
  （山本周五郎著『さぶ』） 
    5. 軍用地を提供することは人殺しに手を貸すことなんですよね。(『沖縄の基地問題』,    




































  人間またはそれに準じるもの（団体、機関、窓口など）。 
 ＜発言者＞ 
  人間またそれに準じるもの（同上）。省略されることが多い。 
 ＜発言＞ 
  発言、意見、世論など 
 
 例文（作例） 
 1. 政府は国民の世論に耳を貸そうとしない。 
 2. 大事な話があるので、ちょっと耳を貸してくれないか。 
 3. 先生は生徒のちょっとした疑問にも耳を貸す人でした。 
 
 例文（コーパス） 
 1. しかし、夫は頑として、耳を貸さなかった。 
  (笹沢左保著 『水木警部補の敗北』, 2000, 9 文学) 
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 1. 社長のところまで顔を貸せ。 
 2. 私はやくざ者に事務所まで顔を貸すよう凄まれた。 




  例文（コーパス） 
 1. いきなり顔を貸せとは穏やかではないな。 
  (福原廉太郎著 『悪魔が舞い降りる夜』, 2005, 9 文学) 
 2. 「ちょっと顔を貸してくれ」冨樫が有無を言わせぬ口調で言った。 

































































立て替える：何かを買ったときに、A がお金を払ったが、そのお金は本来 B が払うべきお金だ














































 ① 祝い：プレゼント、お祝い、記念 
 ② 返礼：お礼、お返し、ご褒美、お詫び（のしるし） 
 ＜相手＞ 
 ① ヒト：人、子（ども）、彼、～さん、あなた、相手、親 
 ② 動物：猫、犬、ペット 
 ＜モノ＞ 
 ① 飲食物：餌、水、ミルク、母乳、おっぱい、ご飯、食べ物、フード 
 ② 贈り物：プレゼント、お祝い 







  参照：全体の用法解説（１）、（２） 









8. よかったらこれ、あげる。  
   
 例文（コーパス） 
1. ビーズのお返しに、私は REIKO に絹のキモノガウンをあげた。 
 （森瑶子著 『人生の贈り物』, 1996, 9 文学） 
2. パンダのお返しに新幹線をあげると言う意見が有ります。 




 （Yahoo!ブログ, 2008, Yahoo!サービス） 
4. クリスマスにおとうさんにあげるんだから、と、オーラはいったのです。 
 （マリー・ハムズン/石井桃子著『牛追いの冬』，1990，分類なし） 










 参照： 全体の用法解説（３） 
 例文（作例） 
1. 植木に水をあげるのを忘れないでね。  
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 2. この花はたっぷり肥料をあげないと育ちません。  





































 （誤） 感謝、（誤）満足、（誤）権利 
   
 例文（作例） 
1. どの子にも平等にチャンスをあげよう。 
2. 彼に 3 日間の猶予をあげることにしました。 
   
 例文（コーパス） 
1. あなたにもう一ヶ月だけ時間をあげましょう。 
（ 七瀬ざくろ著『かえで荘の朝』，2001，9 文学） 
2. ただ，あなたが許せるなら彼にチャンスをあげてもいいかも。 
 （Yahoo!知恵袋, 2005, 健康、美容とファッション） 
3. 今日はルシンダに心の準備をさせる時間を上げたいんだ...フォーチュン家の人たちと
対面する前にね。 
 （村上あずさ『冷たい億万長者』，2004，9 文学） 
4. 周太郎の前に仁王立ちになって，美依子はそういい放った。「一か月猶予をあげるっ。
その間にどっちが好きか選んでよね！」 
 （山本文緒著『おひさまのブランケット』，1990，9 文学） 









の部分に「私」や「私側の人」は使えない。    
（誤）友達が私に時計をあげた。    
（誤）友達が私の妹に時計をあげた。 相手側から自分側にものが受け渡されることを表す場
合は、「くれる」を使う。    
（正）友達が私に時計をくれた。   （正）友達が私の妹に時計をくれた。 
2 
(2)「あげる」は、目上の相手にものを受け渡す場合に使うのが基本であったが、現在では対等
か目下の相手にしか使わない。    






る人が多くなっている。    
（正）赤ちゃんにおっぱいをあげた。   （正）ペットに餌をあげた。 
 しかし、与える相手が動植物で、特に愛玩しているものでない場合は、「やる」を使ってもぞ
んざいにならない。    
（正）畑の野菜に水をやらないと枯れてしまう。（正）公園内の鳩に餌をやらないでください。 
4 
(4)「あげる」はものの移動とともに所有権も移動する。    
（正）誕生日プレゼントに彼に時計をあげた。  




































































   
 例文（コーパス） 
1. 成人祝いに会社のオバちゃん達たちからお祝いを一人 1,000 円づつ貰いました。 
  （Yahoo!知恵 袋, 2005, マナー、冠婚葬祭） 
2. 私の勉強机の上には進水式を見に行った姉からお土産にもらった新田丸の模型 
  （石本隆一ほか編纂 『日本文芸鑑賞事典』, 1988） 
3. めんどくさくなって保護者らしき人にクリーニング代として２万もらって帰りまし
た。 
  （Yahoo!知恵 袋, 2005, ニュース、政治、国際情勢） 
4. 少女は、家の近くに犬がつながれていて、餌に肉をもらっていたと語ったが、それは
おかしな話に聞こえた。 
  （ジェフェリー・アイバーソン著;片山陽子訳『死後の生』,1993） 
5. そこで賭けに勝った男は和尚に金をもらってきてくれるように頼んだんだ 
  （川上健一著 『虹の彼方に』, 2004） 
6. マルゥは耕一から金をもらい、その薬を飲んだという。 
  （浜なつ子著 『マニラ行きのジジババたち』, 2002） 
7. 厚生年金は国の年金制度ですから、当然、国に保険料を納めて国から年金をもらいま
す。 




  （徳永真一郎著『島津義弘』，1992） 
























4. 2 度も失敗したら、これ以上チャンスをもらえるとは思えない。 
5. 完成まであと 1 週間の猶予をもらえないでしょうか。 




  （Yahoo!知恵袋, 2005, 職業とキャリア） 
2. 先生に許可をもらったから、オレのレッスンを見学してみろよ。 




  （鹿島茂，山田登世子編 『バルザックを読む』, 2002） 
4. 先生に百点をもらった子  
  （岸本裕史，藤原義隆監修;学力の基礎をきたえ落ちこぼれをなくす研究会編著 『だれ
   でもできる学力づくり』, 2001） 
5. 責任を果たして社会に戻ったら、専門家せんもんかにアドバイスをもらい、前向まえ
むきに生いきていってほしい。 




  （日本農業教育学会編 『学校園の栽培便利帳』, 1996） 




















4. 息子は 40 歳になるのに、いまだに嫁をもらえない。 
5. アメリカのチームからピッチャーを我がチームにもらうことにした。 
6. 我々のチームに、あの優勝チームから得点王の選手をもらいたいものだ。 
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  例文（コーパス） 
1. 息子に嫁をもらい、娘を嫁にやるのは、世間の常道ではありませんか。 
  （津本陽著 『新釈水滸伝』, 2001） 
2. 結婚している夫婦が養子をもらう場合、夫婦は二人とも、養子と戸籍上の養子縁組を
する必要がある。 




  （中野清見著『回想・わが江刈村の農地解放』，1989） 
4. エジプトでは、４人まで奥さんをもらうことができる。ただし、ふたり目の妻をもら
う場合ばあいは、夫はかならず妻の了解を得なければならない。 
  （高瀬真尚著『よい国』，1996） 
5. 「占師がいうには、相斌は日本で生きているというんだ。日本人の妻をもらって、幸
せに暮らしているそうだ」 
  （林えいだい著『妻たちの強制連行』，1994） 
6. ジャイアンツからトレードで若手選手をもらうことになり、敏腕スカウトを連つれて、
ファーム試合に物色に行いった。 
  （伊東一雄/馬立勝著『野球は言葉のスポーツ』，2002） 
     
04. 人を自分の家族やチームの一員として受け入れる。 
 [もらう]（他動詞） 















 2. 貧しい家の三男を婿養子にもらった。 
3. 戦争孤児を養子にもらった。 
   
 例文（コーパス） 
1. お父っつぁんが、それじゃァ伜の嫁にもらいたいというに違いございません。 
  （小島貞二編著 『禁演落語』, 2002） 
2. 「私もまた、もうあなたの娘を息子の嫁にもらうのはお断わりします！」 
  （佐藤正彰著『美食』，1998） 
3. 道節は、二十五歳の時、東常縁の息女、珠名を嫁に貰った。 
  （鎌田 敏夫著『新・里見八犬伝』，1982） 
4. この頃、桐生では、両親のほか妹のヤスが前橋の織物の職人・岡田善次郎を婿にもら
い、四人家族の生活であった。 
  （早瀬利之著『タイガー・モリと呼ばれた男』，1991） 
5. 「友之助さんをおきくさんの婿に貰って家を継がせるために、父上は一日も早く小普
請組でなく、役付の武士になることを願っていました。 
  （梅本育子著『代表作時代小説』，1995） 
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  例文（コーパス） 
1. 吉方位の旅行先で自然からパワーをもらって、一気に開運したい今月。 
 （小林祥晃著 『誕生月でわかる Dr.コパの風水大開運』, 2005） 
2. 実は私が、彼女たちから元気をもらっているのだ。 

































  人：先生、友達、彼、彼女、～さん 
 組織：警察署、消防署、政府 





   
 例文（コーパス） 
1. 今度こんどは、川越さんに、授業中、手紙をもらったの。 
（椹野道流著 『忘恋奇談』, 2000） 
2. しかし、反応はまったくと言っていいほどなく、経営コンサルタントにアドバイスを
もらったりもしたが、これも特に効果はなかった。 
   （佐藤彰紘，佐藤友映著 『あなたはなぜ生まれてきたのか』, 2003） 
3. そうして満員の聴衆から拍手を受け、「あなた、よかったわよ」などというお褒めの
言葉をもらい、いくばくかのギャラをいただけば、気分はすっかり演奏家である。 





















  <相手> 
 人：友達、彼、彼女、～さん 
 組織：学校、幼稚園 





   
 例文（コーパス） 
1. あいつらは薄汚ない瘡っかきばかりだから早くやめないと必ず例の病気をもらうこ
とになる。（ラン・オブライエン著;大澤正佳訳 『ハードライフ』, 2005） 
2. 先週みずぼうそうになり、やっと治ったところです。病院に行こうかと思いましたが、
また別の病気をもらっても困りますので様子を見ている状態じょうたいです。 
   （Yahoo!知恵袋， 2005，子育てと学校） 
3. 保育所に行かせた途端、元気だった子が熱、下痢、嘔吐をするようになりました。最
初は食べ物も変わるし、みんなから風邪を貰ってるのだと言ってます。 
   （Yahoo!知恵袋， 2005，子育てと学校） 










   
 例文（作例） 
1. この大根をもらおうかな。 




 （西川のりお著 『オトンとオカン』, 2002） 
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 2. 「もう一杯、もらおうか」 秋葉は残った水割りを飲み干して、グラスを差し出す。 
 （渡辺淳一著『化身』，1986） 
   
 個別の解説 
1 
「～もらおう」の形が普通。   売り手に直接話しかけるときにしか使われない。   
（誤）昨日スーパーで大根をもらいました。   
（正）昨日スーパーで大根を買いました。 














   
 例文（コーパス） 










あるわけではない。    




<相手>に／から は使えない。    
（誤）この試合しあい、俺達があのチームにもらうぞ。 




<相手>が組織の場合は「から」を使うことが多い。   
（？）文部科学省に奨学金をもらう。  （正）文部科学省から奨学金をもらう。 
3 
「<目的>に」を伴うとき、<相手>は「から」を使うことが多い。   




に「私」や私側の人は使えない。    
（誤）田中さんは私にプレゼントをもらいました。    
（誤）田中さんは私の子供にプレゼントをもらいました。 
 
 他者が自分側にものを受け渡すことを表す場合は、「くれる」を使う。    
（正）田中さんは私にプレゼントをくれました。    
（正）田中さんは私の子供にプレゼントをくれました。  
 




目上の人からものが受け渡されるときは「いただく」や「頂戴する」を使う。    
（正）先生からお褒めの言葉ことばをいただきました。    
（正）先生せんせいからお褒ほめの言葉ことばを頂戴ちょうだいしました。 
6 
「もらう」はものの移動とともに所有権も移動する。    
（正）誕生日プレゼントに時計をもらった。  

















 意味： （仕事などで）休暇を取ること 
 ・法事ほうじのため、暇ひまをもらって帰省きせいした。 
 意味： 使用人が店などをやめること 
148
  ・暇ひまをもらって独立どくりつすることにした 
 
2. 杯をもらう 
 意味： 相手から杯を受け取り、酒をつがれて飲むこと 





























01  人、動物などが、（足を交互にすばやく動かして）速やかに前進する 
02  乗り物が速く動く 
03  乗り物が運行する 
04  目的の場所へ急いで移動する 
05  目的のために動き回る 
06  逃げる。自分の立場から逃げてある側につく 
07  好ましくない傾向に傾く 
08  速くさっと見る 
09  感覚、現象などが一瞬にして現れる（現れて消える） 
10  道、川、亀裂などがある方向に延びている、通じている 







<人・動物> が走る。 <起点>から、 <着点>まで、 <場所 1／位置>を、 <距離 1>
を、 <場所 2>で、 <道具>で、 <速さ>で、 <距離 2>、 <目的>で、  <時間 1>














 <場所 1／位置> 
 場所：公園、屋内、校庭、砂浜、～沿ぞい、歩道、山道、コース、廊下、水の上、闇の
 中、 暖かい日差の中 
 位置：目の前、先頭、トップ、はるか前方 
 <距離 1> 
 距離：マラソン、42.195km、ハーフマラソン、長距離、短距離 






 <距離 2> 
 100 メートル、50 メートル 
 <目的> 
 国体、オリンピック、レース 
 <時間 1> 
 1 時間、100 メートルを 11 秒 
 <様態> 
 ゆっくり、速く、一目散に、勢いよく、息せき切って、 トロトロ、ビュンビュン  
 <時間 2> 




   
 例文（作例） 




 4. 駅まで大通りを走っていく。 




  （ベティ・ニールズ作、和香ちか子訳『幸せへの航海』, 2004） 
2. ちなみに、お巡りさんは歩道を走っています。 




     
 個別の誤用解説 
1 
語義 1 で到達地点の「に」をとることはできない。到達地点の「に」を用いた場合、語義 4 の
解釈になる。語義 1 で到達地点の「に」をとるときは「走っていく」「走りこむ」などと方向
を表す動詞を伴った複合動詞にする必要がある。    
（誤）駅に全速力で走った。 （語義 4 の解釈になる。）   
（正）駅まで全速力で走った。    
（正）駅に全速力で走っていった。 
2 
<様態>の「はやく」は速度を表す「速く」であり、時期を表す「早く」は用いない。    








<乗り物> が走る。 <起点>から、 <着点>まで、 <場所／位置>を、 <距離>を、 <
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  （ルイジ・コッツィ、ミケーレ・デレ・アイエ、ダニエレ・デル・ジュディチェ、ソ 
 ニア・モルテーニ脚本; 清水節編著『ラストコンサート』,2004） 
4. 列車が動き出し、しばらくすると海岸を走っている。 




「<人> が <乗り物> を走らせる。」の形で良く使われる。    
（例）昨日は東京から筑波山まで車を走せました。 
   
 個別の誤用解説 
1 






















  飛行機、ロケット 
   
 例文（作例） 
1. このバスは夜の 1 時を過ぎても走っている。 
2. この電車はＡ市からＢ市まで走っている。 
3. 広島市は路面電車が走っている。 
   
 例文（コーパス） 
1. 市内を走る電車は市民の足として幅広く利用されている。 
  （シニアライフ研究会編『年金をもらってシニアライフは海外で！』, 2004） 
2. 大阪空港から宝塚、宝塚より有馬温泉行きのバスが走っています。 
  （Yahoo!知恵袋, 2005, 地域、旅行、お出かけ） 
3. バスが走っているが、どのバスがどこへ行くのか判らず、結局利用できなかった。 
  （沖島博美文・写真; 一志敦子絵『北ドイツ＝海の街の物語』,2001） 
     
 個別の誤用解説 
1 






























  （宮崎学著『ハンパな人生論より極道に学べ』, 2002） 
2. その日の夜、本屋敷コンディショニングコーチに激しいひざの痛みを訴ったえ、病院
に走った。（Yahoo!ブログ, 2008, Yahoo!サービス） 
3. それと同時に、私は空港内で唯一開いていたカフェテリアに走った。 
  （沢木耕太郎著『オン・ザ・ボーダー』, 2003） 
4. 恋人に会いに遠いとこから走ってきてくれる人は好きですか？？ 
  （Yahoo!知恵袋, 2005, 健康、美容とファッション） 
5. 個人の預金者のほとんどは二〇〇〇万ルピア以下の預金しか保有していなかったも
のの、慌てた預金者が健全な銀行にまで取付に走った。 
  （高橋琢磨，関志雄，佐野鉄司著 『アジア金融危機』, 1998, 3 社会科学） 
6. ジョヨンが止めに走るかと思ってたけど、何が起こってるのかわかってなかったみた
いだね（汗） （Yahoo!ブログ, 2008, エンターテインメント） 
     
 個別の誤用解説 
1 
物理的に遠い場所にはあまり用いない。    





















     
個別の解説 
1 
<目的>は動詞(句)の「ます形（連用形）」を使うこともできる。    
（例）醤油を切らしていたので、買いに走った。 
 
   
06. 逃げる。自分の立場から逃げてある側につく 
 [走（はし）る／奔（はし）る]（自動詞） 















 2. 津波警報を聞き、人々は山へと一目散に走った。 
 例文（コーパス） 
1. 黒縁眼鏡が追いかけてきそうだったので、そのまま全速力でセンターの外へ走る。 
 （瀬川ことび著 『7』, 2002） 
2. 赤根武人は、危ういと見て奇兵隊を脱出して九州へ奔った。 
 （南條範夫著 『十五代将軍徳川慶喜』, 1998） 
   
 個別の解説 
1 
意思を表す際にはあまり用いられない。    
（？） 走ろう   （正） 逃よう    
（？） 走ることにした   （正） 逃ることにした 













 行為：悪事、犯罪、凶行、非行、不倫、ドル買い、安易な値下げ、私利私欲、党利党略  
   宗教、流行 





 3. 政治家が私利私欲に走ってはいけない。 
4. そうやってすぐ流行に走るのはどうかと思うよ。 




   （Yahoo!知恵袋, 2005, 健康、美容とファッション） 
2. 生活を維持できなくなった留学生のなかに犯罪に走ってしまった人間が増えた。 
   （莫邦富著 『日中はなぜわかり合えないのか』, 2005） 
3. 私が保身に走り、原稿を握り潰してしまったら、真実は永遠に闇へと葬むられたこと
でしょう。（新堂冬樹著 『鬼子』, 2003） 
4. これらが欠如した現今の青少年が、犯罪へ走るのは当然であり、今さら教育の有様を
問うてみたところで、なんの解決にもならない。（田盛清隆著 『ヤング武士道』, 2005） 
5. 早くから戦後を見据えて戦略をたてていたソビエト外交のしたたかさを見るとき、客
観情勢を無視してご都合主義にはしった日本の外交が、いかにお粗末なものであった
かを実感せずにはいられない。（NHK 取材班編 『太平洋戦争日本の敗因』, 1995） 




















   
 例文（コーパス） 
1. バック・ミラーに、松平は目を走らせた。（笹沢左保著 『悪魔岬』, 1991） 
2. セリーナはガースの出生証明書に目を走らせ、紙を彼に返した。 
 （ヴァレリー・パーヴ作;長田乃莉子訳 『まぼろしのプリンス』, 2005） 
3. 彼はロザモンドの爪先から目元まで視線を走らせた。 
 （ジャクリーン・ネイヴィン作;沢田純訳 『ヴァイキングの誇り』, 2001） 
4. そのパッケージに彼はちらと視線を走らせた。（藤原伊織著 『ひまわりの祝祭』, 2000） 
5. とっさに隣の碓氷真人に横目を走らせたが、彼は相変わらずワイングラスを唇に当て
たまま新郎新婦が再入場してくる扉のほうを見つめ、珠代の声に気づいた様子ようす
はない。（吉村達也著 『京都天使突抜通の恋』, 2001） 





（誤）この書類に目を走らせてくれませんか。   
→（正）この書類に目を通してくれませんか。 
 （正）この書類を見てくれませんか。  
























<感覚／現象> 花火  
 自然現象や自発的に生じる感覚・感情にしか使えない。人工的な現象には使えない。 





   
 例文（コーパス） 
1. つばさの胸に締めつけられるような痛みが走った。 
 （米村正二著;Genco,OLM 原作 『フィギュア 17』, 2002） 
2. 店内に低いざわめきが走った。（C.W.ニコル著;村上博基訳 『白河馬物語』, 1989） 
3. 輸入禁止から八か月後の十月、この核ミサイル基地の存在をアメリカが知ることにな
り、米ソ間に核戦争の緊張が走った。（コネスール編著 『たばこの｢謎｣を解く』, 2001） 
4. そのとき、突然目の前に砲弾でも落ちたような音と衝撃が走り、小屋が揺れ動いた。 
 （逢坂剛著 『アリゾナ無宿』, 2005） 
5. その少しかすれた声を聞いて、バービーの背筋に戦慄が走った。 
 （エマ・ダーシー作; 橋由美訳 『復讐は甘美すぎて』, 2002） 
6. 前方の丘の上でピカピカッと夜空に稲妻が走った。 
 （カイ・マイヤー原作;山崎恒裕訳;山田章博絵 『黒い月の魔女』, 2003） 
7. 強化ガラスの表面に亀裂が走り、粉々に砕け散った。（栗府二郎著 『クッキング・オ
ン！』, 2003） 












<長いもの> が走る。  






 道路、線路、東海道線、万里の長城、用水路、川  
 <場所 1> 
 地下、表面、南、北、沿岸部、湾岸、山岳地帯、高原、表、裏 













 ズボンの折り目、壁、行、例   
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 （遠山敦子著 『トルコ世紀のはざまで』, 2001） 
2. かつての築地川の川底には現在、首都高速道路が走っている。 
 （陣内秀信，法政大学・東京のまち研究会著 『水辺都市』, 1989） 
3. 水路が縦横に走っている江戸の深川は、幕末に日本を訪ずれた外国人から“東洋のベ
ニス”ともいわれました。（中村幸昭著 『鳥羽水族館館長のジョーク箱』, 2002） 
4. 自治区のほぼ中央を天山山脈が走っていて、それより北を「北疆」、南を「南疆」と
呼ぶのがふつうです。（陳舜臣著 『中国歴史の旅』, 1997） 
   
 個別の解説 
1 「〜ている」の形で使われる 





















   （高桑末秀著 『広告の世界史』, 1994） 
2. こうした従来の常識を破った拡張路線についても、先頭を走っているのは、業界の雄
マクドナルドだ。（ダン・S.ケネディ著;池村千秋訳 『悪魔の法則』, 1999） 
3. 以前はキリンが圧倒的にトップを走っていたが、最近では各メーカーが鎬を削って新
製品づくりに精を出し、その売上を競っている。 
  （山形琢也著 『自分の魅力をつくる人つくれない人』, 1999） 
4. この間、鉄道技術は、わが国の工業技術の最先端を走り、リーダー役を務めてきた。 
  （片山修著 『JR 躍進のプロセス』, 1989） 
5. だけどですよ、もしも前半４月、５月、６月が５割だったら、今頃完全に首位を走っ
て、もうマジック出てるかもしれないですよ。（谷村志穂著 『野球に逢った日』, 1998） 




出来事を表す場合には用いない。    
（誤）我が社は必ず今年度中に業界のトップを走ります。    
（正）我が社は必ず今年度中に業界のトップに立ちます。    
（正）我が社の目標は、衣料メーカーのトップを走り続けることです。 















 意味： 執筆がすばやく進むこと 
 ・ペンが走り、予定よりはやく原稿を書き上げることができた。 
2. 虫酸が走る 
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Abstract 
In this article we introduce a collaborative research project entitled “Nihongogakushuushayou 
kihondoushi youhouhandbook no sakusei (Compilation of Japanese Basic Verb Usage 
Handbook for Japanese as Foreign Language (JFL) Learners)” carried out at the National 
Institute for Japanese Language and Linguistics (NINJAL) and report on the progress of its 
research product, namely, a prototype of a basic verb usage handbook (referred to as 
“handbook” below). The handbook differs in many ways from the conventional printed 
dictionaries or electronic dictionaries available at present. First, the handbook is compiled 
online and will be made available on internet for free access. Secondly, the handbook is corpus-
based: the contents of the entry are written taking into consideration the actual use of the 
headword using the BCCWJ corpus. Also, it contains illustrative examples of particular 
meanings culled from the BCCWJ corpus as well as those coined by the entry-writers. Third, 
the framework used in the description of semantic issues (polysemy network, cognitive 
mechanism underlying semantic extensions and semantic relationships among various 
meanings, etc.) is cognitive grammar, which adopts a prototype approach. Fourth, it includes 
audio-visual contents (such as audio files and animations/video clips etc.) for effective 
understanding, acquisition and retention of various meanings of a polysemous verb. Fifth, the 
handbook is bilingual (Japanese-Chinese, Japanese-Korean and Japanese-Marathi) and 
incorporates insights of contrastive studies and second language acquisition. The handbook is 
an attempt to share cutting edge research insights of various branches of linguistics with 
Japanese language pedagogy. It is hoped that the handbook will prove to be useful for JFL 
learners as well as Japanese language teachers across the globe. 
Keywords 
basic verbs; corpus-based; cognitive grammar; audio-visual contents; bilingual dictionary; 
multilingual dictionary 
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Izvleček 
Članek predstavlja skupinski raziskovalni projekt z naslovom “Nihongogakushuushayou 
kihondoushi youhouhandbook no sakusei (Izdelava priročnika o rabi japonskih osnovnih 
glagolov za učence japonščine kot tujega jezika)”, ki poteka na Državnem inštitutu za japonski 
jezik in jezikoslovje (National Institute for Japanese Language and Linguistics - NINJAL), ter 
poroča o trenutnem stanju raziskovalnega izida, t.j. prototipa priročnika o rabi osnovnih 
glagolov (v nadaljevanju “priročnik”). Priročnik se v marsičem razlikuje od običajnih tiskanih 
in elektronskih slovarjev, ki so trenutno dosegljivi. Prva značilnost je ta, da se priročnik ureja 
preko spleta in bo prosto dostopno objavljen na spletu. Druga je ta, da je priročnik osnovan na 
korpusih: pri redakciji gesel se upošteva dejanska raba iztočnic v korpusu BCCWJ, priročnik pa 
vsebuje tako primere rabe posameznih podpomenov, ki se črpajo iz korpusa BCCWJ, kot tudi 
primere, ki jih sestavijo redaktorji. Tretja značilnost je ta, da se semantični vidiki (pomenske 
mreže, kognitivni mehanizmi, ki botrujejo pomenskim širitvam, ter pomenske povezave med 
posameznimi podpomeni, ipd.) opisujejo v okviru kognitivne slovnice s prototipnim pristopom. 
Četrta značilnost je ta, da vključuje zvočne in slikovne vsebine (zvočne posnetke, animacije, 
videoposnetke ipd.) kot pomoč pri učinkovitem razumevanju, učenju in pomnjenju različnih 
pomenov večpomenskih glagolov. Peta značilnost je ta, da je priročnik dvojezičen (japonsko-
kitajski, japonsko-korejski in japonsko-maratski) in vključuje spoznanja protistavnega 
jezikoslovja in vede o učenju tujih jezikov. Priročnik je poskus zlitja najnovejših raziskovalnih 
spoznanj različnih vej jezikoslovja z didaktiko japonskega jezika. Upamo, da bo priročnik 
koristil tako učencem kot učiteljem japonščine po celem svetu.  
Ključne beside 
osnovni glagoli; korpusno osnovan; kognitivna slovnica; zvočno-slikovne vsebine; dvojezični 
slovar; večjezični slovar 
 
1. Introduction 
Verbs as predicators are one of the crucial components determining the skeleton of 
a sentence, which serves as a basic unit of communication. For improving 
communication skills in Japanese it is imperative for JFL (Japanese as foreign 
language) learners to master various usages of basic verbs used frequently in day-to-
day communication in a systematic way. At the National Institute for Japanese 
Language and Linguistics (NINJAL), a collaborative research project entitled 
“Nihongogakushuushayou kihondoushi youhouhandbook no sakusei (Compilation of 
Japanese Basic Verb Usage Handbook for Japanese as Foreign Language (JFL) 
Learners)” is being carried out (project leader: Prashant Pardeshi, timeline: October 
2009-September 2012). The aim of the project is to develop a prototype for the 
compilation of a handbook of usage of basic verbs in Japanese frequently used in day-
to-day conversation by integrating state-of-the-art insights from various related fields 
such as Cognitive Linguistics, Corpus Linguistics, Japanese Linguistics, Japanese 
Language Pedagogy, Contrastive Linguistics, and Linguistic Typology. The envisaged 
end product is a set of small-scale bi-lingual handbooks such as Japanese-Chinese, 
Japanese-Korean and Japanese-Marathi, compiled adopting the prototype developed in 
the project. We believe that such a bilingual handbook of usage of Japanese basic verbs 
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would be of great help for JFL learners in their effort to acquire the Japanese language 
systematically and efficiently. 
The handbooks under compilation differ from existing dictionaries in various 
respects such as compilation policy, scope and contents of description and the writing 
and editing process. In this article we report on the progress of the project and salient 
features of its envisaged research output, namely, a prototype of a bilingual Japanese 
basic verb usage handbook (referred to as handbook below). The structure of this 
article is as follows. In section 2 we provide the outline of the handbook project and a 
overview of the salient features of the handbook under preparation. Against this 
backdrop, in section 3 we exemplify the organization of each entry with the help of a 
concrete example – the verb hashiru “to run” – and describe the (tentative) 
methodology of description. One of the salient features of the handbook is that it is 
corpus-based. In section 4, we describe the tools/interfaces developed for retrieving 
information necessary for writing an entry from the corpora of correct use of Japanese 
and of the errors of JFL learners. Further, the compilation and editing work of the 
handbook is carried out online using a web-based editing tool. In section 5, we 
describe the multilingual editing tool developed in this project. This tool allows us to 
transcend the barriers of space and time. Furthermore, we are developing audio-visual 
contents in order to foster understanding of various meanings of polysemous verbs. In 
section 6 we introduce those contents. Finally, in section 7 we discuss future prospects. 
2. Overview of the handbook project and salient features of the handbook 
2.1 Overview of the handbook project 
We believe that systematic learning of polysemous basic verbs including features 
such as the semantic behaviour (semantic extensions of a verb and interrelationship 
among its various meanings, related words such as synonyms, antonyms etc., 
proverbs/idioms involving the verb in question etc.), grammatical/syntactic behaviour 
(voice and polarity bias, aspectual and modal characteristics, co-occurrence 
restrictions, modifiers/adverbial elements, ungrammatical/unnatural usages, etc.), 
argument structure (case frame), genre/register bias, etc. is necessary in order to master 
communication skills in Japanese. Further, it is also necessary to know where and how 
the Japanese language (target language: L2) is similar to or different from the user’s 
mother tongue (source language: L1). In view of this, the aim of the project is to 
develop a prototype for the compilation of a handbook of usage of Japanese basic verbs 
by integrating state-of-the-art insights from various related fields of theoretical and 
applied linguistics for the JFL learner. At present, 58 scholars from various parts of the 
globe are participating in this project. Out of these 58 scholars, 42 are native speakers 
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of Japanese while 16 are non-native researchers working on Japanese language for a 
long period of time1. 
Since the primary goal of the project is qualitative, viz. developing a prototype of 
a bilingual basic verb usage handbook, we decided to restrict the quantity (number) of 
verbs and focus on highly polysemous basic verbs which pose a great challenge for 
JFL learners. Concretely speaking, we focus on the following 11 verbs: verbs of spatial 
motion (vertical motion: agaru “go/move up”, ageru “cause to go/move up”, sagaru 
“go/move down”, sageru “cause to go/move down”, and horizontal motion: hashiru 
“run”), and verbs of temporary or permanent transfer of possession (ageru “to give 
something to someone as a present/gift”, morau “to receive something from someone 
as a present/gift”, uru “to sell”, kau “to buy”, kasu “to lend” and kariru “to borrow”). 
All of these verbs are highly polysemous: for example, in our handbook there are 19 
meanings/senses for agaru “go/move up”, 22 for ageru “cause to go/move up”, and 11 
for hashiru “run”. In section 3, we describe the policy and method of description of an 
entry through the example of the entry for hashiru “run” in our handbook. 
 
2.2 Salient features of the handbook 
The handbook under preparation is in electronic online form and the target users of 
the handbook are envisioned to be advanced JFL learners and native as well as non-
native teachers of Japanese. In addition to the dictionary-like usage for looking up the 
meaning and examples illustrating various meanings of a verb, the handbook serves as 
a reference grammar also containing many salient features such as explanation of 
cognitive mechanisms underlying semantics extensions, notes on grammatical and 
non-grammatical usages, pragmatics or context-related explanations, tips from the 
contrastive perspective (comparison with the L1 of the JFL learner), “real” examples 
from the corpus, visual contents such as image-schema (static, abstract line drawings as 
well as concrete animations and video-clips), and audio-contents such as accent pattern 
and sound-files for all illustrative examples. Further, the descriptions and “coined” 
examples are all based on the actual use of the verb as “objectively” gleaned through 
the corpus data. 
Out of all these salient features, two features can be considered as 
“discriminatory” ones that set apart the present handbook from the bi-lingual 
dictionaries available at present: (i) corpus-based approach: drawing on a corpus of 
“correct use” of Japanese native speakers and one of “erroneous use” of JFL learners in 
addition to the intuitions of scholars for the composition of entries and (ii) 
incorporating the insights of cognitive linguistics and contrastive linguistics.  
For the corpus of “correct use” of Japanese native speakers we used the BCCWJ 
corpus (Maekawa, 2012) developed by the National Institute for Japanese Language 
                                                     
1
 For further details visit the project HP: http://www.ninjal.ac.jp/research/project/b/youhoujiten/. 
171
 Compilation of Japanese Basic Verb Usage Handbook … 41 
and Linguistics (NINJAL) and developed an interface called NINJAL-LWP for the 
BCCWJ corpus (NLB) to cull the information necessary for writing a entry. For 
“erroneous uses” of JFL learners we used the data from Teramura (1990) and 
developed a interface to retrieve relevant information from it (see section 4 for details). 
The prototype of the handbook under preparation incorporates examples from BCCWJ 
corpus culled with the help of NLB and thus offers both coined as well as real 
examples side-by-side (see the tentative design in Figure 1). 
For incorporating the insights of cognitive linguistics we have incorporated visual 
contents such as image-schema (static, abstract line drawings as well as concrete 
animations and video-clips), and audio-contents such as accent pattern and sound-files 
for all illustrative examples taking full advantage of the web-based nature of the 
handbook. As for incorporating insights of contrastive linguistics, in addition to 
grammatical similarities and differences between Japanese and JFL’s native language 
we have provided extra-grammatical information such as notes on pragmatics and 
cultural factors. 
The handbook is compiled/edited using a web-based editing tool connecting 
scholars in Japan, China and India. Such a handbook differs in many respects from 
contemporary bilingual dictionaries and therefore we purposely call it a bilingual 
handbook. In the following sections prominent salient features of the handbook are 
discussed. 
3. The organization of an entry and the (tentative) methodology of 
description 
3.1 Organization of an entry 
The organization of an entry/headword is explained below with the help of the 
concrete example of the verb hashiru (to run). Following this, the methodology of 
description is mentioned. However it should be borne in mind that the statement 
pertaining to the methodology of description is tentative and subject to change. 
 
〔アクセント：Accent〕LHL 
〔活用：Conjugation〕hasir- Group I 
〔語義一覧：List of senses/meanings〕 
1. 人、動物などが、（足を交互にすばやく動かして）速やかに前進する (a 
person or an animal moves quickly ahead (by quickly moving its legs 
alternatively)) 
2. 乗り物が速く動く (a vehicle moves fast) 
3. 乗り物が運行する (transportation operates) 
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4. 目的の場所へ急いで移動する (to move to the destination hurriedly) 
5. 目的のために動き回る (to run around for some purpose) 
6. 逃げる。自分の立場から逃げてある側につく (to run away, to flee from 
one’s own side and join another side) 
7. 好ましくない傾向に傾く (incline towards an undesired trend) 
8. 速くさっと見る (take a quick look) 
9. 感覚、現象などが一瞬にして現れる（現れて消える）(sudden appearance 
[and disappearance] of a feeling or phenomenon) 
10. 道、川、亀裂などがある方向に延びている、通じている (extension or 
continuation of a road or a river or a crack etc. in a particular direction) 
11. 活動する。実績を上げる (to work, to achieve results) 
 
The details of the sense 1 are described below. Owing to space restrictions, other 













・ 基本フレーム：<人・動物> が走る (Basic frame: <person/animal> NOM runs) 
・ オプショナル要素 (Optional elements/adjuncts) 
（起点）から (source) kara, （着点）まで (goal) made 
（場所１／位置）を (location 1/position) wo,（距離１）を (distance 1) wo 
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（場所２）で (location 2) de, （道具）で (instrument) de, （速さ）で (speed) de,  
（距離２） (distance 2), （目的）で (purpose) de, （時間１）で (time 1) de,  




① 人 (person)：私 (I)，〜（さん） Mr./Mrs./Ms. X，彼 (he)
，子供 (child)，選手 (player)  




① 建物 (building)：駅 (station)，家 (house)  
② 場所 (place)：東京 (Tokyo)，箱根 (Hakone)，（人／もの
）のところ (from the location of a person or an object) 
（場所１／位置）を 
 (place 1/position) wo 
 
① 場所 (place)：公園 (park)，屋内 (in-house)，校庭 (school 
ground)，砂浜 (beach)，～沿い (along something)，歩道 
(walkway)，山道 (mountain trail/pass)，コース (course)，廊
下 (corridor)，水の上 (on or above the water surface)，闇の中 
(in the dark)，暖かい日差しの中 (in the warm sun) 
② 位置 (position)：目の前 (in front of one’s eyes)，先頭 
(ahead)，トップ (top)，はるか前方 (way ahead in the forward 
direction) 
（距離１）を 
(distance 1) wo 
マラソン (Marathon)，42.195km，ハーフマラソン (half 
marathon)，長距離 (long distance)，短距離 (short distance) 
（場所２）で 
 (location 2) de 









全速力(with full speed)，時速 50km (50 km/hour) 
（距離２） 
(distance 2) 




国体 (national tournament)，オリンピック (Olympic)，レー
ス (race) 
（時間１）で 
(time 1) de 




ゆっくり (slowly)，速く (fast)，一目散に (as fast as one’s 
legs can/could carry one)，勢いよく(fiercely)，息せき切って
(breathlessly)，トロトロ (feebly)，ビュンビュン (zippingly) 
（時間２） 
(time 2) 
１時間 (one hour)，10分 (10 minutes) 
 
〔非共起例：Wrong collocations〕 
（様態）(manner) （誤）(inappropriate/incorrect) 遅く (slowly) 
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〔例文・作例：examples/coined examples〕 
・ 大学の中を新しい靴でゆっくりと 10km走った。((I ) slowly ran 10 km at 
the university wearing new shoes. ) 
・  犬が公園の中を向こうからこちらへ走ってくる。(The dog runs across the 
park from the other side to here.) 
・ 駅伝で東京から箱根まで走る。(To run from Tokyo to Hakone in the ekiden 
race.) 
・ 駅まで大通りを走っていく。(To run to the station along the boulevard 
street.) 
・ 家のまわりをゆっくり 20 分ほど走った。((I) ran slowly around my house 
for 20 minutes.) 
〔例文・コーパス：examples/from corpus: not translated into the target language〕 
・ まるで競争しているみたいな勢いで廊下を走るとは。（ベティ・ニール
ズ作、和香ちか子訳『幸せへの航海』, 2004） 




なりたいためでしょうか。(阿久悠『詩小説』, 2000. 9 文学) 
〔個別の誤用情報：Information on errors pertaining to specific use〕 
(1) 語義 1 で到達地点の「に」をとることはできない。到達地点の「に」を用
いた場合、語義 4 の解釈になる。語義 1 で到達地点の「に」をとるときは「
走っていく」「走りこむ」などと方向を表す動詞を伴った複合動詞にする必
要がある。(In the case of sense/meaning 1, the goal location cannot be marked with 
the particle “ni”. If the goal location is marked with the particle “ni”, the meaning 
changes to sense/meaning number 4. In order to use the particle “ni” in the case of 
sense/meaning 1, it is necessary to use a complex predicate such as “hashitte iku” or 
“hashirikomu” which contain a verb implying direction. 
（誤: ungrammatical use）駅に全速力で走った。（語義 4 の解釈になる。） 
（正: grammatical use）駅まで全速力で走った。 
（正: grammatical use）駅に全速力で走っていった。 
(2)（様態）の「はやく」は速度を表す「速く」であり、時期を表す「早く」
は用いない。The adverb “hayaku” is the one that expresses “speed” and not the one 
that expresses “an early time/period/season”. 
（誤: ungrammatical use）あの選手はとても早く走る。 
（正: grammatical use）あの選手はとても速く走る。 
— 中略 abbreviated — 
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1 ○ ○ ○ ○ 
2 ○ × ○ ○ 
3 ○ × ○ △ 
4 ○ △ ○ ○ 
5 ○ ○ ○ ○ 
6 △ △ △ ○ 
7 ○ × ○ ○ 
8 ○ ×走らせよう ○走らせている ○走らせた 
9 × × × ○ 
10 △ × ○（状態） × 
11 △ △ ○（状態） △ 
 
〔複合語： Compounds〕  
▶走り回る ▶走り去る ▶走り通す ▶走り込む ▶走り抜く ▶走り抜ける  
▶走り過ぎる ▶走り高跳び ▶走り幅跳び ▶突っ走る ▶ひた走る ▶小走り 
▶ひとっ走り ▶使い走り ▶走り書き ▶走り読み ▶口走る ▶先走る  
▶才気走る ▶石（いわ）走る ▶血走る ▶ご馳走 
〔慣用句・ことわざ: Idioms/Proverbs〕 
 ▶ペン（筆）が走る ▶虫酸が走る 
〔語義ネットワーク: Semantic network〕 
 8 ← 5 → 6 → 7 
  ↑ 
  4 
  ↑ 
 10 ← 9 ← ① → 2 → 3 
  ↓ 
  11 
 
〔関連語（ワードファミリー）: Related words (word family)〕 
・ 同義語 Synonyms：▶駆（駈）ける ▶駆け足 ▶馳せる ▶ダッシュする 
・ 類義語 Near-synonyms：▶歩く ▶通る ▶動く ▶進む ▶行く ▶飛ぶ 
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3.2 The methodology of description: the content and the intent 
〔Accent〕 
In the case of accent, H stands for high and L stands for low pitch accent. However, for 
conveying accent information, the audio medium is more effective than the visual and 
we provide audio files to convey accent in addition to the visual representation. 
〔Conjugation〕 
The stem of the verb and its conjugation pattern is provided. As for the conjugation 
pattern, the classification widely used in Japanese language education (Group I, II and 
III) is adopted. 
〔List of meanings/senses〕 
The basic meaning is presented first and derived meanings follow as distinct senses. 
The basic meaning is also known as the central meaning and in a polysemous word it is 
considered as the most basic sense/meaning. This meaning is more concrete, more 
frequent and corresponds to what is known as the prototypical sense. The order of 
senses/meanings in the list of senses/meanings is decided taking into consideration the 
semantic closeness or remoteness of the sense in question to the central meaning. 
However basically this relationship is not linear there is some inevitable arbitrariness 
in determination of the order of meaning/senses. A semantic network diagram 
(described below) is also presented in order to show relationships among meanings 
graphically. 
〔Meaning/Sense〕 
The meaning/sense is explained in simple, easily understood terms. Some key words 
are intentionally used in order to make clear the relationships among the explanations. 
Such a strategy will also help to foster the understanding of connections in the 
semantic network. Also, the explanation is devised in such a way that the semantic 
congruence between the constructional meaning suggested by the construction frame 
discussed later and the core arguments and adjuncts would be easier to comprehend. 
〔Orthographic representation〕 
The orthographic representation in Kanji (Chinese) characters is provided with kana 
reading. 
〔Transitivity〕 
The transitivity of the verb in question is given. Depending on the meaning/sense, the 
transitivity may vary. However, the transitivity given here is that of the basic/central 
meaning. 
〔Image〕 
Providing a pictorial image of the meaning/sense helps in facilitating understanding of 
the meaning/sense in question. Image plays an important role especially in the 
derived/extended meanings/senses. Images are modeled on image schema proposed in 
the theory of cognitive linguistics. However we adopted more concrete images as 
compared to theoretical image schema. Further, in the case of image, unlike image 
177
 Compilation of Japanese Basic Verb Usage Handbook … 47 
schema, emphasis is given to ease of understanding rather than theoretical precision. 
For the image, still pictures, animation as well as video clips are used (see section 6 for 
details). 
〔Construction frame〕 
The construction frame is shown in the form of a two tier structure: obligatory core 
arguments and optional adjuncts. However, as shown below, in some cases judgment 
between the two is difficult. For example, the verb kaku “to write” is a two-place 
predicate taking two core arguments, however in a construction like <person 1> write 
<a letter> to <person 2> it behaves like a 3-place predicate. In such cases, in the 
construction grammar approach (cf. Goldberg (1995), the construction containing 3 
arguments is assumed. One falls in a dilemma on the issue of whether the 3-place 
construction should be incorporated in the description of a dictionary entry for the verb 
kaku “write”. This is because, if one proceeds with adopting the construction-centered 
explanation, one needs to include extremely eccentric constructions as well, resulting 
in dramatically swelling the length of the description. Even if one adopts such a 
description policy, the issue of deciding whether the phrase <person 2> ni should be 
treated as an argument or as an adjunct remains unsolved. Viewed from the 
meaning/sense of the verb it is an adjunct while viewed from the point of a 
construction it is an argument. At present this issue is left to the decision of the entry 
writer and editor, however, by referring to the frequency count, this issue can be 
resolved to a certain extent. 
〔Collocations〕 
Collocations are shown for both arguments and adjuncts. This is because collocations 
differ from one sense to another as well as from one case particle to another. 
Collocations are ordered in the sequence of collocation frequency deduced using the 
BCCWJ corpus browsing tool called NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB for short). As a 
statistical index expressing the strength of a collocation, a score called “Mutual 
Information (MI)” score is available, however the MI score tends to cull expressions 
involving high degree of idiomaticity, so we decided to use raw frequency as a 
criterion for the purpose of listing collocations. Arranging collocation based on the raw 
frequency deduced from NLB ensures objectivity and authenticity. However, on the 
other hand, owing to the limitation on the size of the corpus (65 million words in NLB, 
100 million words in BCCWJ) there is no guarantee that all the collocations needed to 
be listed in the dictionary are culled without any leakage. Therefore, some collocations 
which do not appear in the NLB, but which are thought to be necessary for learners are 
added. This measure, to a large extent, depends on the experience of the editor. In 
future, if the size of the corpus is increased, it is expected that the selection of 
collocations on the basis of the frequency criterion would become easier. For this 
purpose, the Tsukuba WEB Corpus (TWC) with a projected ten times the entries of 
BCCWJ is under preparation.  
〔Wrong collocations〕 
Here collocations which are prone to lead to wrong usage are described.  
〔Examples: coined examples〕 
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For each meaning/sense we provided more than 3 coined examples. In order to avoid 
examples ending only with dictionary form (plain style, non-past), we have made a 
deliberate attempt to coin examples involving variation of tense, aspect, voice, 
modality etc. Such a move also helps to enhance naturalness of examples. Quite often 
we have even used complex sentences as well. 
〔Examples: from corpus〕 
We have provided examples culled from the BCCWJ corpus as well. The purpose of 
providing examples from corpus is to provide examples that are natural in the context 
of situation in question. However, on the other hand there is the criticism that such 
examples are difficult for non-natives to comprehend. The same observation has been 
made during the process of compilation of this handbook as well. It has been pointed 
out that real examples from a corpus are hard to comprehend unless one has sufficient 
knowledge of socio-cultural background. It became clear in our handbook that 
translation of such examples into another language is a big obstacle. Especially, 
considering the typically High Context Communication (Hall, 1976) nature of 
Japanese, it is easy to imagine that the problems of real examples would be much 
graver than in English. Whether to stick to real-examples only or to allow coined 
examples for the point of view of second language education is a complex issue with 
no satisfactory solution. At present, taking merits of both, we have decided to include 
natural examples as well as tailored examples. However, since the translation of natural 
examples is an extremely difficult task, we have decided not to translate the corpus 
examples. 
〔Information on wrong usage: in the case of specific meanings〕 
Mistakes that learners tend to make often are described under this heading. For 
information on wrong usage by JFL learners, various databases including Teramura 
database (http://teramuradb.ninjal.ac.jp/) are used. However, since these corpora are 
developed individually, the size of each of them is rather small and it is difficult to 
deduce general patterns of mistakes from them. Under such circumstances we have to 
heavily rely on the teaching experience of the editor. The following are examples from 
learners’ corpora: 
Spoken language corpus: 
発話対照データベース、生活対照データベース  (taiwa taishou detaabeesu, 
seikatsu taishou deetabeesu) 
日本語学習者会話データベース(nihongo gakushuusha kaiwa deetabeesu) 
日 本 語 学 習 者 会 話 ス ト ラ テ ジ ー デ ー タ  (nihongo gakushuusha kaiwa 
sutoratejiideeta) 
KY コーパス (KY koopasu) 
タグ付き KY コーパスと検索ツール(tagutsuki KY koopasu to kensaku tsuuru) 
BTS による多言語話し言葉コーパス  (BTS ni yoru tagengo hanashikotoba 
koopasu) 
インタビュー形式による日本語会話データベース（上村コーパス）(intabyuu 
keishiki ni yoru nihongo kaiwa deetabeesu (Uemura koopasu)) 
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Written language corpus: 
寺村誤用例集データベース (Teramura goyou reishuu deetabeesu) 
日本語学習者言語コーパス (nihongo gakushuusha gengo koopasu) 
作文対訳 DB (sakubun taiyaku DB) 
自 然 言 語 処 理 の 技 術 を 利 用 し た タ グ 付 き 学 習 者 作 文 コ ー パ ス 
(shizengengoshori no gijutsu wo riyou shita tagutsuki gakushuusha sakubun koopasu) 
日 本 ・ 韓 国 ・ 台 湾 の 大 学 生 に よ る 日 本 語 意 見 文 デ ー タ ベ ー ス
(nihon/kannkoku.taiwan no daigakusei ni yoru nihongoikenbun deetabeesu) 
JLPTUFS 作文コーパス(JLPTUFS sakubun koopasu) 
 
In addition to the above list, there are many corpora which are either not made 
public or are accessible to only few individuals. For the effective use of intellectual 
resources, it is desired that an organization like NINJAL take the lead in the 
development of a platform like CHILDES (Child Language Data Exchange System) 
which allows accumulation of data in a common platform. 
〔Grammar〕 
Here we have shown the behavior of the verb with respect to grammatical categories 
like aspect, voice, tense etc. A conclusion is still not reached on whether to include 
categories like direct passive, indirect passive, imperative form, other sentence-final 
expressions. Further, whether to make judgments on grammaticality of such categories 
based on intuitions of individuals or on the basis of corpus frequency is also not yet 
decided. For making judgments on grammaticality (especially the subtle ones, shown 
by triangle sign) on the basis of corpus frequency, the size of the BCCWJ corpus 
seems not to be sufficient. 
〔Compounds〕 
Compound words are too large in number and hence it is impractical to include all of 
them. If so, again one has to decide on the basis either of intuition or of corpus 
frequency in order to decide potential candidates that should be listed. We would like 
to make use of the corpus for this and at present are using frequency as a criterion for 
listing compound words. 
〔Idioms and proverbs〕 
Idioms and proverbs consist of elements which are tightly bound together and the 
meaning of the whole cannot be guessed from the combination of the meanings of the 
parts. In other words, it can be said that semantic transparency is low in the case of 
idioms and proverbs. However, the transparency is a gradient concept and the decision 
of collocation or proverb is bound to be arbitrary. One yardstick for this decision can 
be MI (Mutual Information) score. The higher the degree of idiomaticity the greater the 
MI score (see section 4.1.2). 
〔Semantic network〕 
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The relationships among meanings/senses are visually shown with the help of a radial 
category network diagram. The basic or central meaning is the one that is known in 
cognitive linguistics as the prototypical meaning. The relationships among 
meanings/senses are visually shown with the help of a radial category network 
diagram. The basic or central meaning is the one that is known in cognitive linguistics 
as the prototypical meaning. Derivations from it are arranged in a way to be understood 
intuitively. These semantic derivations themselves are products of linguistic research. 
Many cognitive linguists are also involved in this project. However, there is no 
guarantee that the semantic derivations are determined on the basis of a single 
meaning. Also the sequence of diachronic change and synchronic relationship often do 
not match. In view of these considerstions, while insights from cognitive linguistics 
form the basis of description, often changes have been made in favour of intuitive 
understanding. There are places where accuracy of description from the point of 
cognitive linguistics conflicts with intuitive understanding. In such cases we have 
preferred educational considerations such as ease of understanding for teachers and 
learners. 
As for the network, showing just the connection is not enough. The strength of the 
connection should also be shown. We are thinking of showing the strength or weakness 
of the connections visually in terms of the thickness of the line or the distance between 
the senses so as to foster understanding in a visual and intuitive way. 
〔Related words (word family)〕 
At present, we have listed words with almost the same meaning and synonyms as 
related words. Listing of antonyms is also under consideration. We are thinking of 
presenting the word family in the form of a radial category network, if possible. 
4. Developing tools for corpora of correct usage and wrong usage 
One of the important policies we adopted to create this handbook is to make good 
use of available corpora. To compile a corpus-based handbook or dictionary, the 
existence of tools which enable dictionary writers to use corpora adequately and 
efficiently in the process of dictionary making is indispensable. In this project we 
chose the Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese (BCCWJ) as a corpus 
of correct use by Japanese natives and the Gaikokujin gakushuusha no nihongo 
goyoureishuu (Collection of errors of JFL learners, 1990), compiled by Hideo 
Teramura and his colleageus, as a corpus of wrong usages of JFL learners. We 
developed search tools for each of these corpora. In the following two subsections, we 
will describe the features and functions of both tools. 
 
4.1 NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB) 
NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB, http://nlb.ninjal.ac.jp) is an online search tool 
for the BCCWJ, jointly developed by the National Institute of Japanese Language and 
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Linguistics (NINJAL) and Lago Institute of Language (LIL). The basic unit of this 
system is LagoWordProfiler (LWP), which LIL has developed for dictionary writing 
and editing. LWP has been successfully utilized in several projects of English-
Japanese, Japanese-English dictionary making. 
 
Figure 1: The headword Window of NLB 
BCCWJ is the first balanced corpus of the Japanese language, developed by 
NINJAL, and its final version was made public at the end of 2011. It is a large corpus of 
more than 100 million words, the size of which is comparable to the British National 
Corpus. The main component of the corpus consists of random samples from books, 
newspapers, magazines using rigid statistical methods to establish representativeness. 
Nine additional sub-corpora are provided for special purposes, including web text, which 
shows different usage patterns from those of text of the print media (Maekawa, 2012). 
 
4.1.1 Lexical profiling 
The most important feature of NLB is its introduction of the lexical profiling 
methodology. Lexical profiling is now a standard method for making corpus-based 
dictionaries because it satisfies the requirements for using corpora in dictionary 
making. A concordancer used to be a standard tool in the earliest corpus lexicography. 
On the COBUILD Project, which made extensive use of corpora for the first time, the 
writing staff wrote headword entries by analyzing concordance lines from a 
concordancer (Sinclair, 1987). Concordance lines enable the dictionary writer to 
analyze individual words in real context. However, the larger the number of lines, the 
more difficult it is to grasp the whole variety of linguistic phenomena. To solve this 
difficulty, lexicographers realized the importance of summarizing linguistic 
phenomena comprehensively by use of abstraction (lemmatization, POS tagging, and 
chunking) and statistical measures (the MI score, the T score, etc.). In this process, 
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lexical profiling as a new approach gradually developed (Church et al., 1991). At the 
end of the 1990s, a practical lexical profiling tool called Word Sketch appeared 
(Kilgarriff & Rundell, 2002). This software was first used for compiling Macmillan 
English Dictionary for Advanced Learners, and then it developed into the integrated 
system Sketch Engine, which is now used in many dictionary projects. 
Lexical profiling has two important requirements. The first is comprehensiveness. 
Linguistic research, in general, focuses on a particular linguistic behavior and adopts 
an approach that examines individual instances carefully and thoroughly. On the other 
hand, what dictionary making requires is to examine each headword’s overall behavior. 
A dictionary writer needs to grasp a headword’s behavior as comprehensively as 
possible. When implementing a search tool, which patterns to extract and how to 
classify those extracted patterns are vital keys to ensure comprehensiveness. 
The other key is time efficiency. This is essential in dictionary making. The 
number of headwords in a dictionary range from several thousand to one hundred 
thousand. To make best use of a corpus when writing a large number of headwords, an 
environment that enables dictionary writers to use a corpus efficiently is indispensable. 
Key factors to realize this environment include search speed and a user interface. 
 
4.1.2 Lexical profiling in NLB 
So how does NLB satisfy the requirements of lexical profiling? As to 
comprehensiveness, NLB deals with the orthographical variety of the Japanese language. 
Japanese is usually written in three types of characters: 
hiragana, katakana and kanji. This means a word could 
be written in at least three ways. The noun hito, which 
means a person, can be written as ひと in hiragana, or 
ヒト  in katakana, or 人  in kanji, with different 
connotations. In the case of compound verbs, things are 
complicated by the fact that some verbs have two or 
more kanji candidates with slightly different meanings. 
The compound verb 取り上げる  (toriageru), which 
means pick up or adopt, can also be written as 採り上げ
る. Including a variation of kana suffixes, more than ten 
orthographical forms for トリアゲル are possible. From 
the point of view of comprehensiveness, it is, in many 
cases, more appropriate to group two or more 
orthographical variants into the most typical 
orthographical form than to give each form a headword 
status. NLB deals with this issue by incorporating the 
idea of representative orthographical form. In the 
previous example of 取り上げる , more than ten 
orthographical forms are all grouped into the 
Figure 2: Orthographical forms  
for toriageru 
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representative form 取り上げる, which consists of a headword entry. Figure 2 shows the 
frequency distribution of orthographical forms for 取り上げる in BCCWJ. 
In order to maximize time efficiency, NLB has a user interface that allows the user 
to examine grammatical patterns, collocations, and examples from the corpus in the 
same window (See Figure 1). On Sketch Engine, which we mentioned earlier, a screen 
transition occurs every time the user looks for examples for each collocation. A user 
interface with frequent screen transitions is problematic from the point of view of time 
efficiency. With the recent spread of large screen displays, it is not so difficult as 
before to introduce a user interface with a minimum of screen transitions. Although 
user interfaces for corpus search tools have not been given much attention until 
recently, its importance is expected to increase as the size of corpora increases and 
more sophisticated search functions are implemented. Search speed is another 
important factor closely related to time efficiency. NLB shows the results of 
collocations and examples almost instantly by optimizing the structure of the database. 
Another important feature of NLB is its function to sort collocations by raw 
frequency and other statistic measures such as the MI-score and the logDice score. 
Figure 3 shows collocations of N を買う(N wo kau, to buy N). In the upper part of the 
figure, collocations are ordered by raw frequency, and in the lower part, by MI score. 
The MI score has a tendency to be unreliably high among low-frequency collocations. 
To avoid this reliability issue, NLB provides a filter function to remove low-frequency 
collocations. In the lower part of Figure 3, low-frequency collocations of less than five 
instances are excluded from the list. You can see idiomatic expressions like 顰蹙を買
う(upset someone), 歓心を買う(seek someone’s favor), 失笑を買う(make someone 
laugh at you) are top of the list. Sorting collocations by multiple statistic measures is 
an extremely useful function. 
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Figure 3: Collocations of N wo kau 
NLB also facilitates creating examples with dictionary-making-oriented 
functionality. On the example panel (the right-most panel of Figure 1), examples for a 
collocation are shown in ascending order of their character counts. This helps the 
dictionary writer to use corpus examples for reference easily and effectively. Each corpus 
example is color-coded according to the sub-corpus it belongs to, which enables the 
writer to know where each example comes from quickly. In addition, the writer can 
examine the context of a corpus example just by clicking its source information label. 
As we have seen, NLB provides an ideal environment for Japanese dictionary 
making, by dealing with the wide variety of orthographical forms in Japanese, and 
offering a user-friendly interface. 
 
4.2 The Teramura Wrong Usage Database 
Gaikokujin gakushuusha no nihongo goyoureishuu (Collection of errors of JFL 
learners) is a report compiled by Teramura Hideo and his team in the late 1990s, after 
they collected and classified misuse samples from compositions written by overseas 
students from 24 countries. The total of the misuse samples amounts to 6,300, with 
misuse labels attached to misuse positions. Other information includes learner’s 
nationality and composition type. 
The online version of this report, Teramura Wrong Usage Database provides a 
search function. The user can search misuse examples by combining conditions (a type 
of misuse, a learner’s nationality, a composition type, etc.) Figure 4 shows the “search 
185
 Compilation of Japanese Basic Verb Usage Handbook … 55 
from misuse type” function. Misuse types are shown in a tree structure, effectively 
informing the user of how many misuse instances there are for each type on any 
combination of nationalities and composition types. 
 
Figure 4: Teramura Wrong Usage Database 
Most conventional Japanese dictionaries for native speakers and foreign learners, 
including ones with a learning or teaching purpose, only show correct usages; very few 
show wrong usages. This tool enables us to include useful wrong usage information for 
learners such as wrong collocations in a definition entry. 
5. Crossing the barriers of space and time: An online multi-lingual editing 
tool 
Compiling a dictionary requires a lot of time and human resources. It is usually the 
case that there is an editor-in-chief who directs lexicographers in charge of writing up 
entries. The editor-in-chief proofreads the entries that the lexicographers have written, 
and corresponds with them as often as necessary. Proofreading may be done by 
different proofreaders and the editor-in-chief manages the editorial activity. This 
process usually takes a long time, and is not ideal if time for the compilation is limited. 
Another drawback of this traditional system is that lexicographers will usually have no 
chance to examine entries that the other lexicographers write. 
To overcome these problems, we have developed a web-based editing system so 
that the editors, lexicographers and proofreaders can have access to the entry data for 
editing, reviewing and proofreading processes. 
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To develop the current online editor system, our experience in compiling A 
Dictionary of Basic Verbs in Japanese for Marathi, the outcome of Prashant et al. 
(2007)’s project is fully exploited. Under a limited budget, we made use of free 
applications to achieve our goal: a wiki system to store the entry data in XML format. 
Wiki is a system for collaborative editing online and has a repository system, under 
which all older versions of wiki pages are stored. By comparing the current version 
with one of the older versions, editors can tell what have been changed, deleted and/or 
added in the latest version. In this new system, we take advantage of the repository 
feature of wiki. 
In the current system, the lexicographers write entries in Japanese first. Then the 
Japanese entries are translated into four foreign languages (Marathi, Korean, Chinese 
and English) by translators. At this stage some additional information will be added 
that is related to cultural and linguistic differences between Japanese and the target 
language. 
The following sub-sections give a brief outline of the online editorial system. 
 
5.1 An outline of the online editorial system 
5.1.1 Some features of the online editor 
The online editor developed for this project has the following features: 
• Data are input in a textbox area on the editor and stored in an XML 
structure. 
• The data input in the editor are reflected in a preview function to check 
how they look in the HTML format instantaneously. 
• Employing Yahoo API, it is possible to assign furigana, the phonetic 
transcription of kanji, in a format that may be convertible into other 
formats like HTML. 
• The lexicographers can read the entries that are written by the others 
online and post a comment, which will be shared by all editors. 
 
5.1.2 Online editor as a plug-in of Dokuwiki 
The editor is not a standalone application but is developed as a plug-in for 
Dokuwiki. Dokuwiki is a Unicode-based wiki application and does not require a binary 
database system like SQL because data pages are saved in text files. Each entry is 
organized in an XML format and stored as a Dokuwiki page. Since the file is a text 
file, it can be directly used as an XML file for data-processing. 
The lexicographers first login to the Dokuwiki homepage as in Figure 5.  
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Figure 5: The homepage of the editorial system on Dokuwiki 
 
5.1.3 Starting the online editor 
After logging in, lexicographers choose the language, and then select one of the 
entries in the list to edit it. The Wiki page shows the XML data of the entry, but it is 
not directly edited. They start the plug-in online editor. On starting up, the editor 
retrieves the XML data from the Wiki page. The view of the entry data is formatted in 
an Explorer view, with a tree structure displayed on the left pane and each sub-data 
displayed on the right pane, as in Figure 6. 
 
Figure 6: A full view of the online editor 
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Figure 7 shows the view when one of the items is selected and its editing area is 
displayed on the right pane. 
 
Figure 7: The editing pane for Collocation 01（共起例 01） is open on the right page 
 
5.1.4 The preview function 
The editor has a preview function. There are two types of preview: the entire view 
of the entry and the partial view of an item of the entry. The preview is generated via 
XSLT as an HTML page. An image of the full-scaled preview in Marathi is shown in 
Figure 8, and an image of the partial view is shown in Figure 9. Since it is a bilingual 
version, both the Japanese data and the respective Marathi data are shown. In the 
bilingual version, as shown in Figure 8, an additional piece of information from a 
contrastive point of view（対照情報） is also provided when necessary. This 
information will not be included in the Japanese version. 
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Figure 8: The full-scaled preview of the Marathi translation of ageru 
 
The layout design of the preview in Figures 8 and 9 is not intended to be final, but 
to be temporary just for convenience. The final layout design will be developed 
differently and be applied to generate the final product from the same XML data. 
 
Figure 9: Built-in partial preview of portion of examples 
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5.1.5 Comparison of different versions 
Dokuwiki’s revision control makes it possible to compare the latest version with 
any older version. When two versions are compared, differences will be displayed. 
This is one of the major merits in using Dokuwiki for entry data management. 
 
5.1.6 Posting comments and improving the quality of description 
The editor has a function of posting a comment on the data, while editing or 
reviewing. Comments are sent to all the editorial members to share the information by 
email. The comments can also be viewed on the editor and follow-up comments 
posted. Through this process, the editorial members can exchange ideas and opinions 
about entry data so that the lexicographer in charge can improve the quality of the 
descriptions and examples. 
 
6. Audio-visual contents 
Taking into consideration the cognition and memorization process in learning new 
words and meanings, we have incorporated audio-visual contents in the handbook. We 
believe audio-visual contents facilitate the comprehension and memorization of various 
meanings of a verb. A brief discussion of the audio-visual contents is provided below. 
 
6.1 Audio-visual contents 
In the present handbook, before presenting specific meanings of a polysemous 
verb, we first provide an abstract image schema which represents the core, shared 
meaning of the verb in question. Following this, a radial semantic network of the 
various meanings of a polysemous verb is provided. These two visual contents set the 
stage for zooming into a specific meaning. On moving to a specific meaning, we 
provide an animated illustration of the representative example of that meaning. The 
animated illustrations are a set of still hand-drawn pictures which are connected in such 
a way that they depict the semantic scenario as it unfolds in time. Audio contents are 
also added to the animated illustrations. In addition to the abstract image-schema 
animated illustration depicting a specific meaning, we also provide video-clips as well. 
A brief description of these three audio-visual contents is given below. 
 
6.1.1 Image schema 
The verbs included in the present handbook are all fairly polysemous. For 
example, the entry of agaru “rise/go up” in our handbook has as many as 19 meanings. 
In the cognitive linguistics perspective all these meanings are considered to share a 
core or prototypical meaning which is illustrated with the help of an abstract line 
diagram which is widely referred to as an image schema. For example, in the case of 
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the verb agaru “rise/move up” “motion of an entity in a upward direction” is taken to 
be the core meaning and it is illustrated with the help of an image schema shown in 
figure 10. 
 
Figure 10: Image schema for the verb agaru “rise/move up” 
 
All the meanings are derived from this prototypical meaning through semantic 
extensions of various types. Image schema would be useful for learners to understand 
the core or prototypical meaning of a polysemous verb and also to appreciate the 
connection with specific meanings.  
 
6.1.2 Animated illustrations 
As mentioned earlier, we have included animated illustrations in order to facilitate 
comprehension and retention of specific meanings. From previous research (Dwyer, 
1978; Lin & Dwyer, 2004; Dwyer, 2007; Chou & Hsiao, 2010), it has become 
increasingly clear that the static visual instruction serves as a powerful learning 
strategy and improves information acquisition and retrieval capabilities. Using these 
insights, rather than using multimedia contents, we use multiple hand-drawn 
animations and we show them in a sequence along with audio contents synchronized 
with them as shown in Figure 11. 
 
Figure 11: Animated illustrations for ie ni agaru “to visit someone” 
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6.1.3 Video clips 
Contextbased information such as deixis (e.g. the use of auxiliary verb indicating 
the location of the speaker in expressions such as agatte iku/kuru (come/go up)), or the 
resultant state conveyed by -te iru- form as in the expressions such as hata-ga agatte 
iru (the flag is raised), or the perfectly fried, crisp tenpura as depicted by the adverb 
karatto and the like can be effectively conveyed using a video clip. Wherever 
necessary and feasible, we have tried to provide video-clips to foster understanding of 
subtle meanings. Figure 12 below illustrates the expression kaidan o agatte iku (go up 
climbing the stairs) wherein the scenario is shot from the backside of the person 
climbing the staircase to induce the viewers “viewpoint” in the interpretation of the 
scene. 
 
Figure 12: Video clip depicting kaidan o agatte iku (go up climbing the stairs) 
 
7. Future prospects 
From the foregoing discussion it should be clear that the handbook in preparation 
differs in many respects from bilingual dictionaries available now. The content of the 
entries is based on information gleaned from corpora and is augmented with insights 
from various sub-fields of linguistics, especially cognitive linguistics and contrastive 
linguistics. Further, the handbook includes audio-visual contents in order to improve 
information acquisition and retrieval capabilities.  
The handbook will be made available for free access on internet around April 
2013. After  getting feedback from JFL learners and teachers of Japanese in various 
parts of the globe, we plan to make improvements both in content as well as 
presentation. We also plan to increase the number of headwords and the target 
languages beyond English, Chinese, Korean and Marathi, if collaborators are willing to 
volunteer their services. Finally, we strongly believe that the output of the handbook 
project will make a substantial contribution not only to Japanese language research and 
Japanese language pedagogy but also to corpus linguistics, contrastive linguistics and 
linguistics in general. 
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